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早稲田大学 教育学部 
 

＜問い合わせ窓口＞ 

早稲田大学教育・総合科学学術院事務所教職支援係 

 

お問い合わせフォーム 

https://www.waseda.jp/fedu/edu/contact/ 

個人情報の取り扱いについて 

 
当学では、志願時に収集した個人情報（住所・氏名・生年月日等）を、入学試験実施、合格者発表、入学手続およ

びこれに附随する業務のために利用します。その際、当該個人情報の漏洩・流出・不正利用等がないよう、必要か

つ適切な管理を行います。また、上記業務の全部又は一部を委託する場合があります。その場合、委託先に対し、

契約等により、必要かつ適切な管理を義務付けます。なお、個人が特定されないように統計処理した個人情報を当

学における入学者選抜のための調査・研究の資料として利用します。あらかじめご了承ください。 

就学に際して特別な配慮を必要とする場合 

 

 障がいや疾病等により、就学に際して配慮を必要とする場合は、申請フォーム入力時に申告してください。 

事務所開室時間について 

 

 新型コロナウイルス感染症等の影響により、事務所開室時間を変更する場合があります。また、感染拡大状況に

応じて、臨時閉室等の措置を取る場合があります。開室時間についてはお問い合わせになる際に事前に教育学部

Webページにてご確認ください。 

 出願期間の事務所開室時間中に限り出願書類・入学手続書類等の持参を認めますが、事務所に直接持ち込む

場合は、必ず事前に開室時間をご確認いただきますようお願いいたします。ただし、前述の通り感染拡大状況等に

応じて臨時閉室となる場合には郵送のみの対応となるため、余裕をもってご準備いただき、郵送にてご提出いただ

くことをお勧めいたします。 

早稲田大学教育学部：https://www.waseda.jp/fedu/edu/ 

https://www.waseda.jp/fedu/edu/
https://www.waseda.jp/fedu/edu/
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         科目等履修生制度概要 

 
 

 

１. 科目等履修生制度概要 

当学部の科目等履修生制度は、教育職員免許状または博物館学芸員資格取得に必要な単位を修得できずに当学

部を卒業した方が、卒業後に改めて不足単位を修得し、それぞれの資格を取得するための制度です。 

そのため、当該資格の取得を目的としない方、ならびに当該資格以外の資格取得を目的とする方の受け入れは行

っておりません。 

 

 

① 在籍期間は授業を履修する年度・学期に限ります。それ以降も、引き続き科目等履修生としての科目履修を希

望する場合は、改めて、出願～入学手続が必要になりますので、注意してください。また、その場合、在籍可能な

期間は通算3年を限度とします。募集の有無や出願資格は年度によって異なる場合があります。 

② 履修期間に応じた在籍期間となります。春学期科目のみを履修する方は4月1日入学・9月15日在籍終了、秋学

期科目のみを履修する方は9月21日入学、3月15日在籍終了となります。 

③ 科目等履修生には学割および通学定期券購入のための証明書が発行されません。 

④ 当学大学院正規学生の場合、大学院の授業に支障が出ない範囲での履修が原則となることから、大学院の指

導教員に事前に許可をもらった上で出願・科目登録を行ってください（「履修許可書」の提出要否については募集

要項p.19～21の出願書類を確認してください）。 

⑤ 学部在学当時に課程認定を受けていなかった教科は、本制度では原則として取得することができません。 

 
 

はじめに 

<<注意事項>> 
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２. 教職課程 

 （１）課程概要 

教育職員免許状取得に必要な単位を修得できずに当学部を卒業した方が、卒業後に改めて不足単位を修得し、教

員免許状を取得するための課程です。 

当学部の科目等履修生として入学し、取得できる免許状は下表の通りです。入学を許可された場合、当学部が許可

した科目（「開講科目時間割（科目等履修生用）」（別冊）参照）に限り履修を認めます。 

 

【当学部科目等履修生が取得できる免許状】 

学 科 専  修 募集定員 取 得 可 能 免 許 状 

教育学科 

教育学専攻 

教育学専修 

生涯教育学専修 

教育心理学専修 

若干名 

 

中 学 校教諭一種免許状（社会） 

高等学校教諭一種免許状（地理歴史） 

高等学校教諭一種免許状（公民） 
＊科目等履修生としての特別支援学校教員免許状取得は認めていません。 

教育学科初等教育学専攻 若干名 小 学 校教諭一種免許状 

中 学 校教諭一種免許状※1 

高等学校教諭一種免許状※1 

国語国文学科 若干名 中 学 校教諭一種免許状（国語） 

高等学校教諭一種免許状（国語） 

英語英文学科 若干名 中 学 校教諭一種免許状（英語） 

高等学校教諭一種免許状（英語） 

社会科 地理歴史専修 

公共市民学専修 ※2 

若干名 

 

中 学 校教諭一種免許状（社会） 

高等学校教諭一種免許状（地理歴史） 

高等学校教諭一種免許状（公民） 

数学科 ※3 若干名 中 学 校教諭一種免許状（数学） 

高等学校教諭一種免許状（数学） 

高等学校教諭一種免許状（情報） 

理学科 生物学専修 

地球科学専修 

若干名 

 

中 学 校教諭一種免許状（理科） 

高等学校教諭一種免許状（理科） 

複合文化学科 若干名 中 学 校教諭一種免許状(独、仏、中、西語) 

高等学校教諭一種免許状(独、仏、中、西語) 

※1：在学中にB群科目選択を認められた免許教科に限ります。 

※2：社会科社会科学専修卒業生は、2019年度以降、社会科公共市民学専修での受け入れとなっています。 

※3：理学科数学専修の卒業者は、数学科への入学を許可します。 

 

 （２）出願資格（取得できる免許教科と入学学科・専攻・専修） 

教育職員免許法第 5 条別表第 1 の所要資格の一部を充たすために、不足している科目の履修を希望する者のう

ち、次の①～⑦に該当する者の出願を認めます。 

①  当学部の卒業者（見込者） 

卒業した学科・専修に限り入学を許可します。学科・専修ごとに取得可能な免許状が異なりますので、上表【当学

部科目等履修生が取得できる免許状】を確認してください。 

 

 （例）当学部の英語英文学科を卒業した方：出願する学科は英語英文学科となり、中学校教諭一種免許状 （英語） 

と高等学校教諭一種免許状（英語）のみ取得が可能です。 

 

・ 初等教育学専攻以外の学科専攻専修卒業者は、在学中に他学科聴講で小学校免許取得を認められていた場

合でも、小学校免許状取得のための科目等履修生としての入学、科目履修は認めていません。 



4 
 

②  他大学の卒業者（見込者）で、2026年度に当学大学院修士課程・専門職学位課程に正規学生として在学する者 

下表の条件をすべて満たしている場合に限り、下表で指定する学科・専修への出願を認めます｡ ※ 

※大学院修士課程・専門職学位課程修了後の受け入れはしていません。 

 

条件 免許教科 
科目等履修生としての 

入学学科専修 

・取得を希望する免許教科が中学校または高等学校

の社会、地理歴史、公民、国語、英語、数学、情報、

理科のいずれかである。 

・卒業した他大学の学部学科等が取得を希望する校

種・教科の教職課程認定を受けている。 

・在学する当学大学院において、取得を希望する校

種・教科の専修免許の教職課程認定を受けている。 

社会、地理歴史、公民 教育学科教育学専修 

国語 国語国文学科 

英語 英語英文学科 

数学、情報 数学科 

理科 理学科 

③ 2026年度に当学教育学研究科に修士課程正規学生として在学する者 

下表の条件をすべて満たしている場合に限り、下表に指定する学科・専修への出願を認めます｡※ 

※大学院修士課程修了後の受け入れはしていません。 

 

在学する専攻 条件 
免許教科 

（在学する専攻） 

科目等履修生として

の入学学科専修 

教育学研究科 

学校教育専攻 

次の条件を全て満たすこと。 

・卒業した大学・学部・学科等で取得 

できない教科の免許状取得を希望 

していること。 

・教育学研究科の指導教員が当該教 

科の専門性を有すると判断し、教職

課程の履修を許可していること（教

科は右欄のものに限る）。 

社会・地理歴史・公民 教育学科教育学専修 

国語 国語国文学科 

英語 英語英文学科 

数学・情報 数学科 

理科 理学科 

独、仏、中、西語 複合文化学科 

教育学研究科 

上記以外の専攻 
（高度教職実践専

攻は除く） 

専攻ごとに指定された教科（右欄参

照）の免許状取得を希望する場合。 

国語(国語教育専攻生) 国語国文学科 

英語(英語教育専攻生) 英語英文学科 

社会・地理歴史・公民 

(社会科教育専攻生) 
教育学科教育学専修 

数学・情報 

(数学教育専攻生) 
数学科 

 

 

2026年度に当学教育学研究科学校教育専攻の正規生として在学する者が、卒業した大学・学部・学科等で取得でき

ない教科の免許状の取得を希望する場合、事前に指導教員より当該教科に関する専門性を有することを確認してもら

い、書面を提出する必要があります (所定書式「履修許可書」への指導教員の署名・捺印が必要です)。 

 

 

④ 当学日本語教育研究科の修士課程に在学する正規の学生で、「国語」の免許状取得を希望し、当学日本語教育 

研究科発行の「履修許可書」が提出できる者 ※ 

※大学院修士課程修了後の受け入れはしていません。 

 

 

2026年度に当学日本語教育研究科に正規学生として在学する者が、「国語」の免許状の取得を希望する場合、事

前に指導教員より「国語」に関する専門性を有することを確認してもらい、書面を提出する必要があります(所定書

式「履修許可書」への指導教員の署名・捺印が必要です)。 

<<注意事項>> 

<<注意事項>> 
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【小学校教諭一種免許状の取得を希望する場合】 

次の出願資格⑤、⑥、⑦は、当学教育学研究科（高度教職実践専攻1年制コースを除く）の正規学生または修了者が、

当学教育学部教育学科初等教育学専攻に科目等履修生として入学し、小学校一種免許状取得に必要な科目を履修

することができる課程です。 

 

⑤ 当学教育学研究科(高度教職実践専攻1年制コースを除く)の正規課程入学予定者で、当学教育学研究科発行の

「履修許可書」を提出できる者。かつ、2026年4月1日時点で中学校または高等学校一種免許状を「取得済み」また

は「取得要件を満たしている」者。 

 

⑥ 当学教育学研究科の正規学生で、当学教育学研究科入学と同時に、小学校一種免許状の取得を目的として当学

部科目等履修生として入学した者。 

 

⑦ 当学教育学研究科を修了した者で、所属研究科在学中に小学校一種免許の取得を目的として当学部科目等履修

生として在学していた者。 

 

<<注意事項>> 

   教育学研究科(高度教職実践専攻 1 年制コースを除く)の正規学生または修了者が小学校一種免許状を取得する 

ためには、通常、２年間で教職科目約５０単位（３週間の教育実習を含む）の修得が必要になります。 

在籍する研究科と当学部の時間割設定によっては、２年間で取得要件を満たすことができない可能性があります。 

大学院の正規授業との両立には、相当の困難が予想されますので、充分検討した上で出願してください。 

 

 （３）改正教育職員免許法および同法施行規則施行に伴う注意事項について 

   2019年4月1日より、改正教育職員免許法および同法施行規則が施行されました（「平成28年（2016年）改正法」）。

また、2022年4月1日より「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」に関する事項の新設等が施行されました

（令和3年（2021年）省令改正）。さらに、2024年4月1日より一部の免許教科（本学で該当するのは中学校「理科」、高

等学校「理科」「情報」のみ）について、「教科に関する専門的事項」の科目区分の統合や削除、科目区分名称が変更

されました（令和6年（2024年）省令改正）。出願の際は、以下に記載の各省令改正に伴う注意事項をよく確認してくだ

さい。 

※以下の記載において、改正後の教育職員免許法による認定課程を「新課程」とし、改正前の教育職員免許法による 

認定課程を「旧課程」とします。 

 

（ア）2019年度以降の適用課程について 

2019年度以降入学者については、原則、新課程の適用1となります。また、当学部の履修指導は、原則として、新課

程で行います。旧課程とは必要科目・単位数等が一部異なりますので、ご注意ください。 

なお、旧課程における修得単位の一部については、教育職員免許法施行規則の改正附則に基づき、新課程にお

いて修得した単位としてみなすことができます。詳細は単位を修得した機関にお問い合わせください。 

ただし、以下①，②いずれかの場合には旧課程適用となります。 

①2018年度以前に専修免許状の課程を有する大学院に入学し、2019年度以降も現在に至るまで引き続き当該大

学院に在籍しており、大学院修士課程修了時に一種免許状の要件を含む「専修免許状」の申請・取得をする場

合。 

※取得する専修免許状と同一免許教科の一種免許状の要件についても「旧課程」の適用となります。 

※専修免許状の課程を有する大学院に在籍していても、専修免許状の要件を満たせない場合や、申請を行わない

 
1 ご自身の適用課程が不明な場合は、出願前にお問い合わせください。ただし、複数の学籍を有する場合や複数の単位修得機

関を有する場合等は、文部科学省または授与機関への照会をご案内する場合があります。 
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場合等、一種免許状のみを申請する場合は、「新課程」の適用となります。 

 

②旧課程において不足している単位が教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目のみの場合、または介

護等体験特例法に定める介護等体験のみ未実施で、これ以外の要件を満たしている場合。 

 

（イ）「令和3年（2021年）省令改正」に伴う教職課程カリキュラムの一部変更について 

・変更点１：必修科目の新設 

2022年4月1日よりICT（情報通信技術）を活用した教育に関する科目（「情報通信技術を活用した教育の理論及び

方法」の科目）の修得が教育免許状取得希望者に義務付けられました。当学では以下のとおり開講しています。 

科目名 単位数 

「教育におけるICT活用（中・高）」 1単位 

「教育におけるICT活用（小）」 1単位 

 

＜中学校・高等学校一種免許状における経過措置＞ 

※2021年度以前入学者は科目を設置する大学や履修年度に関わらず、「教育方法及び技術（情報機器及び教材の

活用を含む。）」の要件を満たす授業科目を履修していれば、「教育におけるICT活用（中・高）」の履修は不要です。 

※当学を卒業された場合は、在学中に下表の科目の単位を修得済みであれば「教育におけるICT活用（中・高）」は

履修不要です。 

科目名 備考 

「教育方法・技術論（中・高）」 2019 年度～ 

「教育方法研究（中・高）」 ～2018 年度 

「教育方法学」 教育学部教育学科教育学専攻教育学専修設置科目 

「教育方法原論」 教育学部教育学科初等教育学専攻設置科目 

 

＜小学校一種免許状における経過措置＞ 

※科目を設置する大学や履修年度に関わらず、「教育方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）」の要件

を満たす授業科目を履修していれば、「教育におけるICT活用（小）」の履修は不要です。当学を卒業した方が在学

中に「教育方法原論」の単位を修得済みの場合は、「教育におけるICT活用（小）」は履修不要となります。 

 

・変更点２：教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目の対象科目追加 

平成28年（2016年）改正法において、「情報機器の操作」の項目名が「数理、データ活用及び人工知能に関する科

目又は情報機器の操作」に変更され、2022年4月1日より「数理、データ活用及び人工知能に関する科目」2単位が教

育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目として利用可能となりました。詳細は募集要項 P.10を参照してくだ

さい。 

 

（ウ）令和6年（2024年）省令改正：中学校一種理科および高校一種情報の科目区分の統合・再編成に伴い、履修が

必要となる科目について 

2024年4月1日より、以下のとおり中学校一種理科および高校一種情報の科目区分の統合・再編成が行われまし

た（募集要項別紙④参照）。2023年度以前入学者に対しては経過措置が設けられ、2024年4月以降も引き続き在学

している場合は、卒業までに旧区分科目をすべて履修すれば新区分科目を修得したものとみなされますが、学部卒

業後に科目等履修生となる場合は本経過措置が適用されず、新区分科目で指定された必修科目を新たに全て履修

する必要があります。 

  ※旧科目区分で修得した単位は新区分科目の必修科目としては使用できませんが、選択科目として「教科及び教職

に関する科目」の合計単位数に組み入れることができます。 
 

本件に係る対応として、次の条件を全て満たす者は、本人の希望に応じて募集要項別紙⑤P14記載の教育学部

設置B群科目の履修を選択することができます。 
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・中学校一種「理科」または高校一種「情報」の免許状取得を希望している。 

・2023年度以前に本学学部に入学し、卒業までに改正前の旧科目区分における必修科目を一部しか修得して 

いない。 

 

（エ）旧課程適用者の注意事項について 

本募集要項および時間割等については、新課程に基づいて記載しています。旧課程が適用される場合は、以下

の対応表を参考に履修ルール・時間割等の確認を行ってください。 

 

・新旧課程の表記対応表 

旧課程 新課程 

教職に関する科目 
・教育の基礎的理解に関する科目等 

・各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

教科に関する科目 教科に関する専門的事項 

教科又は教職に関する科目 大学が独自に設定する科目 
 

 

（オ）流用単位の確認について 

既に中学校または高等学校の一種免許状を取得済の方が、「単位の流用」を用いて小学校一種免許状の取得を

希望する場合、既得の中学校または高等学校免許状に係る修得単位を、改正後の新法に読み替えた「学力に関す

る証明書」にて、流用単位の確認をする必要があります。新法に読み替えた「学力に関する証明書」において、「未

修得」の事項は流用できませんので、追加で履修する必要があります。 

特に、法改正後の新設事項のうち、「特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒に対する理解」および「総合

的な学習（探究）の時間の指導法」については、原則として新設科目を履修してください。 

 

（４）科目登録・履修上の注意事項 

①年間履修制限単位数 

年間履修制限単位数は、30単位です（「教職課程」と「博物館学芸員課程」を両方履修する場合、両方の課程の

合算で年間30単位を上限とします）。 

また、そのうち、教育学部設置「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及

び生徒指導、教育相談等に関する科目」、「教育実践に関する科目」及び「各教科の指導法（情報通信技術の活用

を含む。）」の年間履修制限単位数は、20単位を上限とします。 

なお、教育学部以外の学部・研究科等（以下、他学部等）で同時に科目等履修生となる場合は、他学部等での履

修単位数との合算で、上記年間履修制限単位数が適用されますので、十分注意してください。 

 

科目等履修生 年間履修制限単位数 

教職課程 

30単位 ※ 

合

計

30

単

位 

うち、以下の科目については年間20単位までとする。 

・教育の基礎的理解に関する科目 

・道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、 

 教育相談等に関する科目 

・教育実践に関する科目 

・各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

合

計

20

単

位 

博物館学芸員課程 30単位 ※ 
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※「教職課程」と「博物館学芸員課程」の両方を履修する場合、両方の課程の合算で30単位を上限とします。 

教育学部以外の学部等で同時に科目等履修生となる場合は、他学部等での履修と合わせて年間30単位を 

上限とします。 

 

 

 

 

 

   ②申請科目の受付 

原則として、申請した科目は希望通りの履修が認められます。ただし、申請後の変更は認められません。特別な

事情が発生した場合は、速やかに問い合わせ窓口（表紙に記載）まで相談してください。 

 

③学部科目等履修生と大学院正規学生の学籍の関係 

学部科目等履修生のうち、同時に当学の大学院正規学生である場合、大学院の学籍において「在学」していな

ければ、科目等履修生として科目を履修することはできません。 

例えば、秋学期から大学院正規学生として「休学・留学」する場合、実質的に学部科目を履修することは不可能

であるので、学部科目等履修生として履修中の通年科目および秋学期科目の登録を取り消します。 

 

④履修可能科目 

下表の科目群（科目区分）の履修を認めます（科目の詳細は「開講科目時間割（科目等履修生用）」を参照）。 

科目群（科目区分） 

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

教科に関する専門的事項 

教育の基礎的理解に関する科目 

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する科目 

教育実践に関する科目 

大学が独自に設定する科目 

教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目（外国語コミュニケーションを除く） 

 

⑤科目区分毎の注意事項 

教育の基礎的理解に関する科目等（必修） 

a．「（中・高）」科目 

科目名の末尾に「（中・高）」の記載がある科目は、中学校及び高等学校教員免許状の単位として有効な科目で

す。 

 

ｂ．「教科教育法」 

下表の履修ルールがあります。 

科目 履修ルール 

全ての教科教育法１～４ 取得を希望する免許教科ごとに単位を修得してください。中学校免許状取得希

望者は「教科教育法１」「教科教育法２」「教科教育法３」「教科教育法４」が、高

等学校免許状取得希望者は「教科教育法１」「教科教育法２」が必修です。 

全ての教科教育法３、４ 通常は中学校免許状取得のための必修科目（「各教科の指導法（情報通信技

術の活用を含む。）」）ですが、同一の免許教科の高等学校免許状取得時に

は、選択科目として総単位数に積算されます。 

※旧課程適用者が卒業までに「社会科教育法３」および「社会科教育法４」の単

位を修得済の場合は、高等学校地理歴史および公民の単位として使用する

※ 以降の記載において、「教育の基礎的理解に関する科目」、「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒

指導、教育相談等に関する科目」及び「教育実践に関する科目」の総称として、「教育の基礎的理解に関する

科目等」とすることがあります。 
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ことができますが、新課程適用者は、「社会科教育法３」および「社会科教育

法４」の単位を高等学校地理歴史および公民には使用できませんので注意

してください。 

※「教科教育法４」を履修するためには、同一教科の「教科教育法１」および「教

科教育法２」の単位を修得済みである必要があります。 

「教科教育法１」・「教科教育法２」の単位を未修得で、「教科教育法４」の履

修を希望する場合は、出願時に「教科教育法１」・「教科教育法２」・「教科教

育法４」の３科目を全て登録してください（履修学期の指定はありません）。 

ただし、「英語科教育法」、「社会科教育法」については、「教科教育法１」お

よび「教科教育法２」の単位が未修得であっても、「教科教育法４」を履修す

ることが可能です。 

「ドイツ語科教育法２」 

「フランス語科教育法２」 

「中国語科教育法２」 

「スペイン語科教育法２」 

英語以外の外国語の「教科教育法２」を履修するためには、「教科教育法１」の

単位を修得済みである必要があります。「教科教育法１」の単位を未修得で、

「教科教育法２」の履修を希望する場合は、春学期に「教科教育法１」を秋学期

に「教科教育法２」を登録してください。 

※望ましい履修順序は「教科教育法１→教科教育法２→教科教育法３→教科

教育法４」の順となります。 

「英語科教育法」 履修ルールの詳細は「別紙③ 英語科教育法の履修条件」を参照してください。 

※望ましい履修順序は「英語科教育法１→英語科教育法２」および「英語科 

教育法３→英語科教育法４」の順となります。 

 

ｃ．その他の科目 

科目 履修ルール 

「道徳教育論（中・高）」 

通常は中学校免許取得のために「道徳、総合的な学習の時間等の指導

法及び生徒指導、教育相談等に関する科目」として履修する科目です

が、同じ免許教科の高等学校免許取得時には、「大学が独自に設定す

る科目」として扱われます。 

「教育実習演習（中・高）（２週間）」 

「教育実習演習（中・高）（３週間）」 

「教育実習演習（小）」 

履修ルールの詳細は「別紙① 教育実習申込要項」を参照してください。 

「教職実践演習（中・高）」 

「教職実践演習（小）」 

【前提条件】 

「教職実践演習」を履修するためには、「教育実習演習」の単位を修得済

み、もしくは履修中である必要があります。 

「教育実習演習」の単位を未修得で、「教職実践演習」の履修を希望する

場合は、両方の科目を登録してください。 

【教育実習演習と同一クラスを履修】 

同一年度中に「教育実習演習」と「教職実践演習」を両方履修する場合、

原則として、同一クラスを履修申請してください。 

【教職履修カルテの作成が必要】 

「教職実践演習」を履修するためには、「教職履修カルテ」の作成が必須

となっています。作成方法等の詳細は以下の教職支援センターWeb ペー

ジを参照してください。 

 

教職支援センター「教職履修カルテ」 

https://www.waseda.jp/fedu/tec/students/karte   

 

  

 

https://www.waseda.jp/fedu/tec/students/karte
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教育の基礎的理解に関する科目等（選択） 

修得した単位は「大学が独自に設定する科目」として扱われます。 

 

大学が独自に設定する科目 

a．「介護体験実習講義」 

履修ルールの詳細は「別紙② 介護等体験申込要項」を参照してください。 

 

ｂ．「学級経営インターンシップ（家族関係・集団・地域社会における心理支援に関する理論と実践）」「特別支援教育

インターンシップ」「インクルーシブ教育インターンシップ」 

履修にあたっては以下の２つの条件（【説明会への出席】、【履修条件】）を満たす必要があります。いずれかの要

件を満たしていない場合、当該科目の登録は取り消されることがあります。 

【説明会への出席】 

以下の説明会に出席してください。 

開催日時：2026 年 4 月上旬 

日時・場所等の詳細は、2026 年 3 月に教職支援センターWebサイトのお知らせで公開します。 

【履修条件】 

以下①～③の受講条件を全て満たしていることが望ましい（②、③については教職課程認定上の同等科目可）。 

① 「人間理解基盤講座（心の健康教育に関する理論と実践）」の単位を修得済みまたは春学期に並行履修し

ていること（「特別支援教育インターンシップ」は前年度までに修得済であることが必須）。 

② 「教職概論」、「教育基礎総論１」、「教育制度総論」、「教育課程編成論」、「教育心理学」、「教科教育法１」、

「教科教育法２」 の単位を修得済みであること。 

③ 「生徒指導・進路指導論」および「教育方法・技術論」の単位を修得済みまたは並行履修していること。 

 

教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定める科目 

a．「スポーツ実習 I」「スポーツ実習 II」 

 いずれも１単位科目のため、「体育（実技）」の最低修得単位数である２単位の要件を満たすためには、２科目以

上の単位を修得する必要があります。 

     

b. 「数理、データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」 

 「数理、データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」には１単位科目も存在するため、最低修得

単位数である２単位の要件を満たすために、合計２単位以上を修得してください。 

※ 2022 年 4月1日より、「数理、データ活用及び人工知能に関する科目」２単位が教育職員免許法施行規則第 66

条の 6 に定める科目として利用可能となりました。該当科目はグローバルエデュケーションセンター設置の「統

計リテラシーα」「統計リテラシーβ」「データ科学入門α」「データ科学入門β」「Statistics Literacyα」

「Statistics Literacyβ」「Introduction to Data Scienceα」「Introduction to Data Scienceβ」（各 1 単位）です。 

※「数理、データ活用及び人工知能に関する科目」から２単位、または「情報機器の操作」の科目から２単位を修得

する必要があり、「数理、データ活用及び人工知能に関する科目」１単位と「情報機器の操作」１単位の組み合わ

せでは要件を満たすことができません。  
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３. 博物館学芸員課程 

 （１）課程概要 

博物館学芸員の資格取得に必要な単位を修得できずに当学部を卒業した方が、卒業後に改めて不足単位を修得し、

博物館学芸員資格を取得するための課程です。教育学科生涯教育学専修への入学を許可します。 

学  科 専    修 募集定員 

教育学科 生涯教育学専修 若干名 

 

 （２）出願資格 

次の（ア）～（ウ）を全て満たす者。 

（ア）当学部または他大学の卒業生である。 

（イ）2026年度に下表の当学大学院修士課程に正規学生として在学している。 

（ウ）博物館学芸員課程を履修することについて、所属する研究科において指導教員の許可を得ている。 

当学大学院 

教育学研究科 
（ただし、高度教職実践専攻を除く） 文学研究科 ― 

基幹理工学研究科 創造理工学研究科 先進理工学研究科 

 

 （３）科目登録・履修上の注意事項 

①年間履修制限単位数 

年間履修制限単位数は、合計で30単位を上限とします（「教職課程」と「博物館学芸員課程」の両方を履修する

場合、両方の課程の合算で30単位を上限とします）。 

なお、教育学部以外の学部・研究科等（以下、他学部等）で同時に科目等履修生となる場合は、他学部等での履

修単位数との合算で、上記履修制限単位数が適用されますので、十分注意してください。 

 

②申請科目の受付 

原則として、申請した科目は希望通りの履修が認められます。ただし、申請後の変更は一切認められません。特

別な事情が発生した場合は、すぐに当学術院事務所までご相談ください。 

 

③学部科目等履修生と大学院正規学生の学籍の関係 

学部科目等履修生のうち、同時に当学の大学院正規学生である場合、大学院の学籍において「在学」していな

ければ、学部科目等履修生として科目を履修することはできません。 

例えば、秋学期から大学院正規学生として「休学・留学」するのであれば、実質的に学部科目を履修することは

不可能であることから、学部科目等履修生として履修中の通年科目および秋学期科目の登録を取り消します。 

 

④履修可能科目 

博物館学芸員課程必修科目の履修を認めます（科目の詳細は「開講科目時間割（科目等履修生用）」参照）。 

 

⑤「博物館実習」前提条件 

「博物館実習」を履修するためには、「博物館概論」の単位を修得済み、または履修中である必要があります。

「博物館概論」の単位を未修得の場合は、「博物館概論」の春学期開講クラスと「博物館実習」の両方の科目を登

録してください。 
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４. 入学試験日程 

手続 日程／期限 

事前相談（Zoom実施） 

※教職課程出願予定者のみ申込可。 

申込時に「学力に関する証明書」を 

要提出の場合あり（注１） 

申込期間 
2026年 

1月13日（火）10時～1月19日（月）16時00分 

相談期間 
2026年2月2日（月）、2月3日（火）、 

2月5日（木）、2月6日（金） 

出

願 

以下①～③の全てを右記の

出願区分ごとの対応期限内

に完了すること（注２） 

①選考料納入 

②出願書類提出 

③申請フォーム入力 

・出願資格を満たす者のうち、 

2062年3月1日時点で大学（注３）に 

在籍していない者 

202６年 

2月2０日（金）～2月26日（木）16時00分 

※②は原則郵送（期限までに必着のこと） 

・出願資格を満たす者のうち、 

2026年3月1日時点で大学（注３）に 

在籍している者 

2026年 

2月27日（金）～3月 4日（水）16時00分 

※②は原則郵送（期限までに必着のこと） 

教育実習・介護等体験事前登録 
教育実習・介護等体験の登録を希

望する者 

2026年 

2月9日（月）10時～3月 4日（水）16時00分 

面接（書類選考の結果、面接が必要な場合のみ） 

※対象者には2026年3月10日（火）に電話またはメールで連絡します。 

2026年3月11日（水） 

※面接が必要な方と個別に調整します。 

合格者発表・入学手続書類発送 

※秋学期科目のみ登録者：入学手続書類の一部は2026年9月上旬発送予定 
2026年 3月18日（水） 

春
学
期
科
目
ま
た
は
通
年
科
目
を
登
録
す
る
者 

入学手続期間 

入学手続書類提出 

2026年 

3月18日（水） ～ 3月27日（金）16時00分 

必着（原則として郵送） 

聴講料納入 

（2026年度に当学大学院正規学生として 

在学しない方を対象） 

2026年 

3月18日（水） ～ 3月27日（金） 

教職課程聴講料・実験実習料納入

（2026年度に当学大学院正規学生として 

在学する方を対象） 

2026年 

4月23日（木）～4月27日（月） 

学生証交付・授業開始 
学生証交付 2026年 4月 1日（水） 

授業開始 2026年 4月11日（土） 

秋
学
期
科
目
の
み
登
録
す
る
者 

入学手続期間 

入学手続書類提出 

2026年 

3月18日（水） ～ 3月27日（金）16時00分 

必着（原則として郵送） 

※一部書類のみ2026年9月上旬提出 

聴講料納入 対象の学生に事務所より通知します 

（2026年9月上旬予定） 実験実習料納入 

学生証交付・授業開始 
学生証交付 

対象の学生に事務所より通知します 

（2026年9月上旬予定） 

授業開始 2026年10月 1日（木） 
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（注１） 本学他学部や他大学等で教職に関する単位を修得している方は、「学力に関する証明書」、「学力に関する証明書（見込）」の 

提出が必要です。提出が無い場合には、当該校種の事前相談は対応できません。「学力に関する証明書」、「学力に関する 

証明書（見込）」の作成には時間を要しますので、余裕をもって出身大学・学部に相談のうえ準備してください。 

（注２） 指定期限内に①～③の全ての手続を完了する必要があり、不足がある場合ば出願を受付できませんので十分注意して下さい。 

（注３） 在籍している大学は、本学・他大学を問いません。 

 

 

◆不可抗力による事故等について 

 台風、地震、洪水、津波等の自然災害または火災、停電、その他不可抗力による事故等が発生した場合、試験

の延期等の対応措置をとることがあります。ただし、それに伴う受験者の不便、費用、その他の個人的損害につい

ては何ら責任を負いません。 

  

<<注意事項>> 
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         事前相談（事前予約制・教職課程出願予定者のうち希望者のみ対象） 
 

 

１. 事前相談 

教職課程への出願にあたり、事前相談を受け付けます。事前相談で案内できる内容は以下のとおりです。教員免許

状の資格取得要件を満たすかどうかについては、事前相談で案内することはできません。科目等履修生制度の出願

前に、出願者が各自の責任において確認してください。 

本学他学部や他大学等で教職に関する単位を修得している場合、当学部では単位修得状況の確認ができませんの

で、事前相談予約期間終了日である2026年1月19日（月）までに「学力に関する証明書」または「学力に関する証明書

（見込）」のデータ（PDF）を以下のフォームより提出してください。また、中学校または小学校の教員免許状取得を希望

される方で、介護等体験を実施済みまたは介護等体験代替措置を完了されている方は、「介護等体験証明書」または

「介護等体験代替措置完了証明書」を同フォームより提出してください。予約期間内に提出が無い場合には、当該校

種の事前相談は対応できません。 

  ■学力に関する証明書・学力に関する証明書（見込）・介護等体験証明書・介護等体験代替措置完了

証明書の提出フォーム 

https://my.waseda.jp/application/noauth/application-detail-noauth?param=bNEUbsvmXrUqm7jb5i8-Bg 

なお、事前相談については、教育職員免許法第5条別表第1に定める取得方法となります。それ以外の方法での取

得を検討している場合には、居住地の教育委員会等にご自身でお問い合わせください。 

 

【事前相談で案内できる内容】 

・未履修の教員免許法施行規則上の科目区分とそれに対応する本学の設置科目 

・本学設置科目の履修の前提条件 

・教職課程科目の一般的な履修ルール（必要合計単位数等） 

 

【相談期間】 

2026年2月2日（月）、2月3日（火）、2月5日（木）、2月6日（金）各日10:00～12:00、14：00～16：00 

※事前相談は、オンライン（Zoom）で実施します。相談時間はお一人につき、30分間です。 

※Zoomに接続するための機器と通信環境はご自身でご用意ください。Zoomの接続不良等により予約時間を15分以

上過ぎても接続いただけない場合、お申込みをキャンセルさせていただきます。 

 

【申込期間】 

2026年1月13日（火）10：00 ～ 1月19日（月）16：00 

 

【申込方法】 

事前予約制となります。ご希望の方は、上記の申込期間内に以下の事前相談予約サイトにアクセスの上、お申込

みください。申し込み後、予約受付メールが自動返信で届きますので事前相談が終了するまで保管してください。ま

た、予約受付メールとは別に、Zoom情報を記載したメールが届きますので必ずご確認ください。 

 

■事前相談予約サイト：  

 

 

 

 

・予約時には以下①～⑧の情報入力が必要なため、予めご準備ください。 

STEP1 

 

 https://reserva.be/kamorisoudan 

予約サイトにアクセスして2月のカレンダーが表示されない場合は、 

2月に切り替えて予約をしてください。 

 

https://my.waseda.jp/application/noauth/application-detail-noauth?param=bNEUbsvmXrUqm7jb5i8-Bg
https://reserva.be/kamorisoudan


15 
 

 

 

 

 

 

 
  

①氏名 ②メールアドレス ③電話番号 ④卒業大学・学部・学科（見込を含む） 

⑤学籍番号 ※当学部を卒業（予定含む）、または科目等履修生終了（予定含む）の方のみ。 

⑥取得を希望する免許の校種・教科 

⑦（大学院正規生の場合）2026年度に在学する大学院・専攻および⑥の専修免許状の取得希望有無 

⑧相談内容（要旨） 
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         出願 
 

出願は以下の3つの手続「1.選考料納入」「2.出願書類提出」「3.申請フォーム入力」を全て所定の期間内に不足なく完了

することが必要となります（希望者のみ「4.教育実習・介護等体験事前登録」が必要）。期間経過後の出願手続は一切認

めませんので、十分注意してください。詳細は以下の通りです。 
 

１．選考料納入 

【選考料】 ￥25,000（教職課程と博物館学芸員課程を両方履修する場合でも￥25,000） 

 

次のいずれかに該当する場合は、選考料が免除となります。出願時に証明書類を提出してください。 

選考料免除の条件 出願時に提出が必要な証明書類 

2025 年度当学部科目等履修生で、2026 年度も 

継続して当学部科目等履修生に出願する場合※ 
2025年度当学部科目等履修生としての学生証コピー（表裏）。 

2025年度に当学大学院正規学生として在籍し、 

当学部科目等履修生に新規に出願する場合 
2025年度当学大学院正規学生としての学生証コピー（表裏）。 

2026年度に当学大学院正規学生として入学予定で、

当学部科目等履修生に新規に出願する場合 

2026年度合格証明書コピー等、当該大学院への合格・入学が 

確認できる書類。 

※ただし、免除期間は、初めて科目等履修生として入学した年度の翌年度と翌々年度の2年間に限ります。 

 

【納入期間】下表の通り、2026年3月1日時点での大学への在籍状況により納入期間が異なります。 

大学への在籍状況 選考料納入期間 

・出願資格を満たす者のうち、2026年3月1日時点

で大学に在籍していない者 
2026年2月20日（金）～2月26日（木）16時 

・出願資格を満たす者のうち、2062年3月1日時点

で大学に在籍している者 
2026年2月27日（金）～3月4日（水）16時 

 

【納入方法】 

 選考料は最寄りのコンビニエンスストアもしくはクレジットカードでお支払いください。なお、いずれの方法でも支払い

が困難な場合は、事前に当学術院事務所まで連絡してください。 

①コンビニエンスストアによる納入方法 （詳細は次頁参照） 

・入学検定料は最寄りのコンビニエンスストアでお支払いください。 

 ・コンビニエンスストアでの支払いに際しては、事前にパソコンもしくは携帯電話よりインターネット上の「入学検定料コンビニ支払いサ

イト」（https://e-shiharai.net/）にアクセスをして所定の申込手続を完了させる必要があります。 

 ・支払い終了後、『入学検定料・選考料取扱明細書』の「収納証明書」部分を切り取り、『志願票』の所定欄に貼り付けて提出して 

ください。詳細は次項にある「コンビニエンスストアでの入学検定料支払方法」を確認してください。 

 ・支払いは、土日・祝日を問わず、24時間いつでも可能です。ただし、上記の納入期間を過ぎないよう注意してください。 

※家族・知人が代理で手続をする場合でも、必ず志願者本人の情報を入力するようにしてください。 

②クレジットカードによる納入方法 （詳細はp.17～18参照） 

・クレジットカード・中国オンライン決済での支払いに際しては、パソコンより「インターネット上の支払いサイト」 

（https://e-shiharai.net/card/）にアクセスをして所定申込手続を完了させる必要があります。 

・支払い終了後、決済完了が表示されたWebページを印刷し、「志願票」にクリップ留めして提出してください。 

※支払いは、土日・祝日を問わず、24 時間いつでも可能です。ただし、上記の納入期間を過ぎないよう注意してください。 

※支払いに使用するカードは志願者本人以外の名義でも構いません。ただし、家族・知人が代理で手続をする場合 

でも、「基本情報」には必ず志願者本人の情報を記入するようにしてください。 

STEP2 
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２．出願書類提出 

【出願期間】 

  下表の通り、2025年3月1日時点での大学への在籍状況により出願期間が異なりますので注意してください。 

大学への在籍状況 出願期間 

・出願資格を満たす者のうち、2026年3月1日時点

で大学に在籍していない者 

2026年2月20日（金）～2月26日（木）16時必着 

（原則として郵送） 

・出願資格を満たす者のうち、2026年3月1日時点

で大学に在籍している者 

2026年2月27日（金）～3月4日（水）16時必着 

（原則として郵送） 

 

 

【出願方法】 

ご自身で用意した封筒に「出願書類提出用ラベル」を貼付し、出願書類を封入したものを、郵便局窓口から上記の出

願期間必着で特定記録郵便※にて郵送してください。ポストへの投函はできませんので注意してください。また、郵送

料は各自でご負担ください。 

※郵便局で郵便物を引き受けた時間と配達状況を記録する配達方法で、郵便局に持参のうえ手続きが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出願書類】 

次表の書類を提出してください。当学部所定用紙（次表の★）については、以下の当学部Webページからダウンロー

ド・印刷し、ペンまたはボールペンで記入してください（全ての書類について鉛筆・フリクションボールペン使用不

可）。 

早稲田大学教育学部（入学試験情報）：

https://www.waseda.jp/fedu/edu/admission/  

 

※次表の「継続」とは、2025年度に当学部科目等履修生の学籍がある方を指します。 

なお、2025年度に当学部正規学生として卒業予定で、2026年度から当学部科目等履修生として入学予定の場合は

「新規」扱いとなります。 

※「教職課程」と「博物館学芸員課程」の両方を履修する場合、次表の「④履修計画書」はそれぞれ必要ですが、それ

以外の書類は1部のみ提出してください。 

＜事務所へ直接持参する場合について＞ 

 事務所開室時間中に限り出願書類の持参を認めます。 

開室時間は以下の教育学部Webページにて確認してください。 

 なお、社会情勢等に応じて、臨時閉室等の措置を取る場合があります。その場合には郵送のみの対応と

なるため、提出期限までに余裕をもって郵送提出することをお勧めします。 

早稲田大学教育学部：https://www.waseda.jp/fedu/edu/   

 

 

https://www.waseda.jp/fedu/edu/
https://www.waseda.jp/fedu/edu/
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※記号は以下を意味します。★当学所定用紙 ○提出必須 △該当者のみ ×提出不要 

 

必要書類 注意事項 

教職 学芸員 

新
規 

継
続 

新
規 

継
続 

① 

★「教育学部 

科目等履修生  

Ａ志願票・ 

Ｂ写真票・ 

Ｃ受験票」 

貼付する写真については以下の点に注意してください。 
・縦4cm×横3cmの証明写真 

出願前３ケ月以内に撮影したカラー写真（上半身・正面・無帽・無背景・ 

枠なし） 

・マフラーやサングラスなどを着用したままで撮影された写真は受け付け 

ません。 

・スナップ写真等の不鮮明な写真や、髪型の違い等により個人の判別・ 

本人確認が困難な写真は受け付けません。 

・証明写真ボックスで撮影されたスピード写真は受け付けますが、家庭等 

で撮影された写真は受け付けません。 

・裏面に氏名を記入し、所定欄に全面糊付けしてください。 

・提出された写真は、本人確認や、入学後の学生証の写真として使用しますの

で、本人を判別できるような写真を用意してください。また、学内諸手続における

本人確認、および学内の各種Webサービス等に本人情報として登録しますの

で、予めご了承ください。 

○ ○ ○ ○ 

② 

「早稲田大学収納

証明書」 

「クレジットカード 

支払い終了後、決

済完了が表示さ

れたWebページ

を印刷したもの」 

 

又は 

 

「選考料免除を 

証明する書類」 

選考料をコンビニエンスストアで支払った場合は、「早稲田大学収納証明

書」（コンビニエンスストアで選考料納入後に受け取る証明書）を破線で切

り取り「教育学部科目等履修生 志願票・写真票・受験票」の「Ａ志願票」

に貼付してください。 

クレジットカードで支払った場合は、支払い終了後、決済完了が表示され

たWebページを印刷し、「Ａ志願票」にクリップ留めしてください。 

 

「選考料」の免除対象者は、「早稲田大学収納証明書」の代わりに「選考

料免除を証明する書類」（詳細は「P15 選考料納入」参照）を提出してくだ

さい。 

○ ○ ○ ○ 

③ ★「入学選考用紙」 

書類選考の参考資料として使用します。全ての項目を記入してください。 

※「入学学科・専攻・専修」は募集要項P3,4,10を参照し、科目等履修生と

しての入学希望学科・専攻・専修を記載してください。 

○ ○ ○ ○ 

④ 

★「履修計画書」 

教職（中高）用／

教職（小）用／ 

学芸員用 

2026年度に科目等履修生として履修を希望する科目を本様式で 

届け出てください。 
○ ○ ○ ○ 

⑤ 

卒業学部の「成績・

卒業証明書」 

又は 

「成績・卒業見込 

証明書」 

発行後3ヶ月以内のものを提出してください。 

※出願時に「成績・卒業見込証明書」を提出された方は、入学手続時に

「成績・卒業証明書」を提出してください。 

※婚姻その他で証明書の氏名と本名が異なる場合、発行後3ヶ月以内の

「戸籍抄本」を提出してください。 

※当学在学生で、証明書発行停止期間（教育学部の場合は2/16以降）に

「成績・卒業見込証明書」を発行できない場合は、出願書類遅延届を提

出のうえ、卒業確定日（3/15）以降に「成績・卒業証明書」を提出してく

ださい。 

○ × ○ × 
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⑥ 

★「履修許可書」 

※1 

 

★「履修許可書(小)」 

※2・※3 

※1. 2026年度に当学教育学研究科学校教育学専攻または日本語教育

研究科に在学し（入学予定を含む）、卒業した大学・学部・学科等で取

得できない教科の教員免許状取得を希望する場合に提出が必要で

す。 

※2. 2026年度に当学教育学研究科(高度教職実践専攻1年制コースを除

く)の入学予定者が、小学校一種免許状の取得を希望する場合に提出

が必要です。以下の教員に確認・押印してもらい、提出してください。 

教育学研究科 高度教職実践専攻所属：教務主任の印 

教育学研究科 高度教職実践専攻以外所属：指導教員の印 

※3. 教育学科初等教育専攻卒業者が、小学校一種免許状の取得を希

望する場合は提出不要です。 

△ △ × × 

⑦ 
★小論文 

(出願者全員) 

所定用紙をダウンロード・印刷し、記載された課題に対して直筆で論文を

作成してください。 

作成にあたっては、原稿用紙の使い方のルールに則り、誤字脱字の無い

よう丁寧に記述してください。 

作成した論文のPDFデータを申請フォーム（次項３.申請フォーム入力参

照）で提出後、原本を他の出願書類と一緒に提出してください。 

※「入学学部・学科・専攻・専修」は募集要項P3,4,10を参照し、科目等履

修生としての入学希望学部・学科・専攻・専修を記載してください。 

○ ○ ○ ○ 

⑧ 

★小論文（2026年度

教育実習演習 

履修希望者） 

教育実習演習履修希望者のみ提出が必要です。所定用紙をダウンロー

ド・印刷し、記載された課題に対して直筆で論文を作成してください。 

作成にあたっては、原稿用紙の使い方のルールに則り、誤字脱字の無い

よう丁寧に記述してください。 

作成した論文のPDFデータを教育実習事前登録（募集要項別紙①教育

実習申込要領（3）1）事前登録を参照）で提出後、原本を他の出願書類と

一緒に提出してください。 

※「入学学部・学科・専攻・専修」は募集要項P3,4,10を参照し、科目等履

修生としての入学希望学部・学科・専攻・専修を記載してください。 

△ △ × × 

⑨ 
「学力に関する 

証明書」 

「教育実習演習」、「介護体験実習講義」の履修を希望する方で、本学他

学部や他大学等で教職に関する単位を修得している場合、当学では単

位修得状況の確認ができませんので、取得を希望する校種・教科の「学

力に関する証明書」を提出してください。 

なお、以下の場合は出願時、入学手続き共に提出不要です。 

・早稲田大学教育学部卒業者 

・出願前の事前相談で既に提出されている場合 

・前年度に引き続き科目等履修生に出願する場合で、既に提出済みの本

学他学部や他大学等で作成された「学力に関する証明書」に変更が無

い場合 

△ △ × × 

⑩ 

教員免許状（一種）

コピー又は 

「学力に関する 

証明書」 

2026年度に当学教育学研究科（高度教職実践専攻1年制コースを除く）

の正規学生または修了者が、小学校一種免許状の取得を希望する場

合、教員免許状（一種）コピーの提出が必要です。 

免許状を取得していないが、取得要件を満たしている場合は「学力に関

する証明書」を提出してください。 

△ × × × 

⑪ ★出願書類遅延届 

以下書類について、発行機関の都合※により出願期間中の提出が叶わな

い場合に限り、「出願書類遅延届」をダウンロード・印刷し、ご提出くださ

い。 

・卒業学部の「成績・卒業証明書」または「成績・卒業見込証明書」 

・教員免許状（一種）コピー 

・「学力に関する証明書」 

・「履修許可書」 

※出願者の発行申請遅延によるものは認められません。発行機関の定

めにより所定日まで発行が不可の場合にご提出ください。 

△ △ △ △ 

⑫ 
★出願書類提出用

ラベル 
印刷し、ご自身で用意した封筒に貼付してください。 ○ ○ ○ ○ 
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【出願上の注意】 

出願の際に当学に提出した書類・資料、提供した情報等に偽造・虚偽記載・剽窃等があった場合は、不正行為と

みなし、入学試験の結果を無効とすることがあります。なお、その場合も、提出された書類・資料等および選考料は

返還しません。 

 

 

３．申請フォーム入力 

【入力期間・方法】 

  下表の通り、2026年3月1日時点での大学への在籍状況により入力期間が異なりますので注意してください。 

大学への在籍状況 申請フォーム入力期間 

・出願資格を満たす者のうち、2026年3月1日時点

で大学に在籍していない者 
2026年2月20日（金）～2月26日（木）16時 

・出願資格を満たす者のうち、2026年3月1日時点

で大学に在籍している者 
2026年2月27日（金）～3月4日（水）16時 

 

以下の当学部 Webページから申請フォームにアクセスし、上記の入力期間内に必要情報を入力してください。 

 

早稲田大学教育学部（入学試験情報）： 

https://www.waseda.jp/fedu/edu/admission/  

  

【（重要）申請フォーム入力前の準備について】 

必要情報を全て入力するにはある程度の所要時間が見込まれます。また、入力中に一定時間が経過するとタイムア

ウトする恐れがありますので、あらかじめ入力項目の内容をご確認いただき、Word ファイルに下書きを作成してから入

力を始める等の方法をお勧めします。 

また、出願書類「⑦小論文（出願者全員）」および出願書類⑧「小論文（教育実習演習履修希望者）」は所定用紙に直

筆で論文を記入後、完成した論文を PDF データ化し、申請フォームに添付して提出いただく必要がありますので、あら

かじめご準備をお願いします。 

 

【申請フォームイメージ】 

以下のような画面からの入力となります。 

 

 

 

・期間外の入力は理由を問わず一切受け付けません。また、一度入力した内容は原則として変更することができません。 

・申請完了後、登録されたメールアドレス宛に自動返信で受付確認メールが送付されますので、合格発表まで大切に保

管してください。受付確認メールが届かない場合は、迷惑メールとして扱われていないか等をご自身で確認のうえメール

が受信できていない場合には出願締め切りまでにその旨を必ず連絡してください。 

 

 

<<注意事項>> 
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４．教育実習・介護等体験事前登録（希望者のみ） 

教育実習および介護等体験を希望する場合は、必ず以下の当学部Webページから教育実習事前登録申請フォー

ム、介護等体験事前登録申請フォームにアクセスし、登録してください。 

 

 

【教育実習・介護等体験事前登録期間】 

教育実習、介護等体験希望者の 

教育実習・介護等体験事前登録期間 
2026年2月9日（月）10時～3月4日（水）16時 ※ 

  ※上記の「教育実習・介護等体験事前登録期間」は、出願期間とは異なりますのでご注意ください。 

  ※登録をする前に必ず別紙①「教育実習申込要項」、別紙②「介護等体験申込要項」を確認してください。 

 

 

５．出願書類および選考料の返還 

一度受理した書類および納入された入学検定料は、原則として返還しません。ただし、下記のケースに該当する場

合は、入学検定料に限り全額または超過分を返還します。該当する方は当学術院事務所までご連絡ください。 

  １）入学検定料を所定額より多く支払った。 

  ２）入学検定料を支払ったが、出願書類は提出しなかった。 

  ３）入学検定料を支払ったが、出願締切後に出願書類を提出した。 

  ４）入学検定料を支払い、出願書類を提出したが、出願書類の不備や出願資格を満たしていない等の理由により、 

出願が受理されなかった。 

   なお、クレジットカードにより入学検定料を納入された場合、返還に伴い発生する手数料等は志願者負担となります。 

  

早稲田大学教育学部（入学試験情報）： 

https://www.waseda.jp/fedu/edu/admission/  
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        選考 
 
 

１. 選考方法 

出願書類による書類審査を行います。書類審査の結果、確認が必要であると当学部が判断した場合に限り、2026年3

月11日（水）に面接を行います。面接の対象者にのみ、2026年3月10日（火）17時までに、メール（出願時に届出いただい

たメールアドレス宛）でご連絡しますので、出願された方は面接の有無を必ず確認してください（電話での連絡となる場合

もあります）。 

 

２. 入学試験受験に際しての注意事項 

当学では、入学試験を厳正に実施し、全ての受験者が公平・公正に受験できるよう、以下の注意事項を定めています。

当学入学試験の受験に際しては、この注意事項を熟読のうえ、真剣な態度で試験に臨んでください。  

1）出願の際に当学に提出した書類・資料、提供した情報等に偽造・虚偽記載・剽窃等があった場合は、不正行為とな

ることがあります。 

2）不正行為と認められた場合、次のような対応をとることがあります。  

・当該年度における当学の全ての入学試験の受験を認めないこと（選考料は返還しない）。 

・当該年度における当学の全ての入学試験の結果を無効とすること。 

 

  

STEP3 
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        合否発表・入学手続書類発送 
 
 

１. 合否発表・入学手続書類発送 

【合否発表日】 

2026年3月18日（水）郵便にて発送 

 

【合否発表方法】 

合否に関わらず、出願時に申請フォームから入力いただいた住所宛に選考結果を郵送します。また、合格者には

以下の入学手続書類を送付します。 

なお、合否発表はキャンパス構内の掲示板等では行っておりません。また、電話やメールによる合否に関する問い

合わせには一切応じることができません。 

 

 

※3月22日（日）を過ぎても選考結果が届かない場合は、当学術院事務所まで問い合わせてください。なお、教職課程

と博物館学芸員課程を両方履修する場合でも、合格証明書および入学手続書類は1部のみの送付となります。 

※秋学期科目のみ登録する方は、上記⑤～⑦・⑩の書類は後日（2026年9月上旬予定）発送します。詳細は、送付資

料『①入学手続の手引き』を確認してください。 

※上記の入学手続書類は変更になることがあります。 

 

  

入学手続関連書類一覧 備考 

合格

者 

全員に 

配付 

① 入学手続の手引き ― 

② 入学誓約書 兼 個人情報の取扱いに関する同意書 入学手続書類の所定の書式です。 

③ 入学手続書類提出用封筒ラベル ― 

④ 合格証明書 ― 

⑤ 受験票 学生証との引き換えに使用します。 

⑥ 聴講料・実験実習料等納入明細書（登録結果通知内容を

含む） 

聴講料等の金額を確認してください。 

⑦ MyWaseda利用者控 
受取後、速やかにWasedaメールアドレス

を取得してください。 

⑧ 社会人に関する調査票 ― 

⑨ 入学手続書類遅延届  

対象者 

のみ 
⑩ 学費等振込依頼書 聴講料免除者には封入されていません。 

⑪ 北野生涯教育振興会「科目等履修奨学生」 通年で在籍する方のみ。 

STEP4 
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         入学手続 
 
 

入学手続は以下の３つの手続「1．聴講料納入」「2．入学手続書類提出」「3．実験実習料等の納入」の全てを所定

の期間内に行うことで完了します。期間経過後の入学手続は一切認めませんので、注意してください。 

また、一度提出した書類および納入した聴講料・実験実習料・諸会費は、原則として返還しません。ただし、やむを

得ない事情により入学を辞退する場合や、入学までに入学資格を満たさなかった場合には、聴講料、実験実習料のみ

返還の対象となります。手続方法等、詳細については、合格者に送付される「入学手続の手引き」を確認してください。 
 
 

1. 聴講料納入 

【聴講料】 

下表のとおり、登録単位数に応じた聴講料の納入が必要です。 

費目 金額 注意事項 

聴

講

料 

文系科目及び「体育」「数理、データ活用及び人工知能に

関する科目又は情報機器の操作」に関する科目 

（下記の理系科目以外） 

1単位につき 

38,400円 

1科目2単位の場合 

38,400円×2＝76,800円 

理系科目 

（「数学」「情報」「理科」の「教科に関する専門的事項」の 

科目） 

1単位につき 

55,200円 

1科目2単位の場合 

55,200円×2＝110,400円 

なお、学部科目等履修生のうち、同時に当学の大学院正規学生である学生については、学部科目等履修生として

の聴講料が免除となります。 

ただし、学部科目等履修生としての入学後に、大学院正規学生としては離籍（修了・退学・抹籍等）した場合、離籍

後の聴講料は免除されません。例えば、秋学期から大学院生正規学生としては「離籍（卒業・退学・抹籍）」となる場

合、秋学期の学部科目等履修生聴講料は免除とはならず、通年科目の秋学期分および秋学期科目分について、改

めて、聴講料を納入することになります。 

 

【納入期間】 

春学期科目または通年科目を 

登録する者 
2026年3月18日（水）～3月27日（金） 

秋学期科目のみ登録する者 対象の学生に事務所より通知します（2026年9月上旬予定） 

 

【納入方法】 

納入が必要な場合は、入学手続書類一式に学費等振込依頼書が同封されています。こちらを使用して、指定銀行

へ振り込んでください。また、その際に取扱い銀行から発行された領収書のコピーをその他の入学手続書類と合わせ

て提出してください。 

 

 

２. 入学手続書類提出 

【提出期間】 

2026年3月18日（水）～3月27日（金）16時必着（原則として郵送） 

 

【提出方法】 

「入学手続書類提出用封筒」に必要書類を封入し、郵便局窓口から上記の提出期間必着で特定記録郵便にて郵送

してください。 

 

STEP5 
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【提出書類】 

下表の書類を提出してください。※下記の入学手続書類は変更になることがあります。 

入学手続関連書類一覧 

全員 

必須 

①入学誓約書 兼 個人情報の取扱いに関する同意書《所定用紙》 

②住民票  

③社会人に関する調査票 

対象者

のみ 

④学費等振込領収書のコピー（2025年度当学大学院正規学生は聴講料免除となるため不要） 

⑤成績・卒業証明書（出願時に「成績・卒業見込証明書」を提出された方） 

⑥2025年度早稲田大学教育学部科目等履修生学生証 

（2025年度に当学部科目等履修生だった方のみ古い学生証を同封し、返却してください） 

⑦入学手続書類遅延届 ※ 

  

※ 入学手続書類遅延届について 

 「学力に関する証明書（早稲田大学教育学部卒業者以外の該当者（詳細は本紙P21参照）対象）」または「成績・

卒業証明書」を入学手続期間内に提出できない場合、「入学手続書類遅延届」を提出してください。発行機関の

定めや都合により所定日まで発行が不可の場合に限り遅延を認めます。 

＜事務所へ直接持参する場合について＞ 

 事務所開室時間中に限り入学手続書類の持参を認めます。 

開室時間は、以下の教育学部Webページにて確認してください。 

社会情勢等に応じて、臨時閉室等の措置を取る場合があります。その場合には郵送のみの対応となるた

め、提出期限までに余裕をもって郵送提出することをお勧めします。 

早稲田大学教育学部：https://www.waseda.jp/fedu/edu/  

https://www.waseda.jp/fedu/edu/
https://www.waseda.jp/fedu/edu/
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３. 実験実習料等の納入 

【実験実習料等】 

前記1．の聴講料の他、下表の費目についての納入が必要となる場合があります。 

費目 金額 納入対象者 

教職課程聴講料 右記参照 

聴講料免除者（2026年度に当学大学院正規学生として

在学する者）が、次の当学部設置教職課程科目を履修

する場合、1単位あたり1,000円の納入が必要。2025年

度に科目等履修生だった場合も、改めての納入が必

要。 

・「教育の基礎的理解に関する科目」 

・「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒・

指導、教育相談等に関する科目」 

・「教育実践に関する科目」 

・「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」 

（いずれも必修・選択とも） 

実
験
実
習
料 

保健体育科目 
1単位:1,500円 

2単位:3,000円 
体育科目登録者のみ納入が必要。 

生物学通論実験Ⅰ 2,500円 

左記科目登録者のみ納入が必要。 

生物学通論実験Ⅱ 2,500円 

地学通論実験Ⅰ 2,500円 

地学通論実験Ⅱ 2,500円 

化学実験Ⅰ 2,500円 

化学実験Ⅱ 2,500円 

物理学実験Ⅰ 2,500円 

物理学実験Ⅱ 2,500円 

中等理科実験（物理学・化

学・生物学・地学） 
5,000円 

初等教科専門生活 1,000円 

初等教科専門図画工作 2,000円 

初等教科専門家庭 2,000円 

初等理科教育法 2,000円 

初等生活科教育法 2,000円 

博物館実習 5,000円 

介護等体験費 
(5日・7日間の体験) 

11,000円 

5日間または7日間の介護等体験申込者のみ納入が 

必要。2日間（特別支援学校での体験）のみの場合は

免除。 

 

【実験実習料等 納入期間】 

春学期科目または通年科目を 

登録する者 
2026年4月23日（木）～4月27日（月） 

秋学期科目のみ登録する者 対象の学生に事務所より通知します（2026年9月上旬予定） 

 

【実験実習料等 納入方法】 

納入が必要な方には、聴講料納入案内がWasedaメール宛に送信されます。メールを確認後、「コンビニエンスス

トア決済」「ペイジー決済」「クレジットカード決済」のいずれかで納入してください。 

※入学手続書類に同封の『WasedaID利用者控』をご確認の上、実験実習料等の納入期間前に、Wasedaメールが確認できる

状態にしてください。 
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４. 入学辞退に伴う学費返還 

一度提出した書類および納入した聴講料・実験実習料・諸会費は、原則として返還しません。ただし、やむを得な

い事情により入学を辞退する場合や、入学までに入学資格を満たさなかった場合には、「聴講料」および「実験実習

料等」のみ返還の対象となります。手続方法等、詳細については、合格者に送付される「入学手続の手引き」を確認

してください。 
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         学生証交付・授業開始 

 
 

１. 学生証交付 

 科目の履修期間に応じ、以下の通り交付します。 

春学期科目または通年科目を 

登録する者 ※ 

【交付期間】 

 2026年4月1日（水） 

 16号館2階教育学部事務所（10:00～16:00） 

【交付方法】 

 「受験票」と引き換えに学生証を交付します。 

※翌日以降に受け取りを希望する場合は、当学部事務所開室時間内に来所 

してください。 

秋学期科目のみ登録する者 

【交付期間】 

 対象の学生に事務所より通知します（2026年9月上旬予定） 

 当学部事務所開室時間中 

【交付方法】  

 当学部事務所にて、「受験票」と引き換えに学生証を交付します。 

  

２. 講義内容および教室 

 講義内容および授業実施教室は、以下のWebシラバスにて確認してください。なお、授業開始後に教室が変更される

場合があります。教室変更の情報は教育学部Webページ等でお知らせしますので、適宜確認してください。 

 

 

 

 

３. 教育学部年間日程表 

当学では授業回数をクォーター7 回、半期 14 回、通年 28 回としています。これにともない、一部の祝日に 

授業を実施し、別の日を臨時の休業日（休講）としていますので注意してください。 

 

【授業を実施する祝日・休日】 

4 月 29 日（水）、7 月 20 日（月）、10 月 12 日（月）、10 月 21 日（水）※創立記念日、11月 3 日（火）、11 月 23 日（月） 

【臨時の休業日】 

8 月 6 日（木）、8 月 7 日（金）、11 月 5 日（木）、11 月 6 日（金）、12 月 25 日（金）、12月 28 日（月） 

【春学期】 

授業開始 ４月１１日（土） 

授業予備期間 ７月２３日（木）～ ７月２９日（水） 

夏季休業期間 ７月３０日（木）～ ９月２０日（日） 

成績発表 ９月 ４日（金）予定 

【秋学期】 

授業開始 １０月 １日（木） 

創立記念日（授業実施） １０月２１日（水） 

早稲田祭（休講） １１月 ７日（土）・ ８日（日）予定 

冬季休業期間 １２月２２日（火）～ １月 ５日（火） 

STEP6 

https://www.wsl.waseda.jp/syllabus/JAA101.php  

早稲田大学シラバス検索： 

https://www.wsl.waseda.jp/syllabus/JAA101.php
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授業予備期間 １月２７日（水）～２月２日（火） 

春季休業期間 ２月 ３日（水）～ ３月３１日（水） 

構内立入禁止期間 ２月上旬 ～ 下旬予定 

４年生以上成績発表（科目等履修生を含む） ３月 ４日（木）予定 

【クォーター科目】 

 授業開始日 授業終了日 

春クォーター ４月１１日（土） ６月 ３日（水） 

夏クォーター ６月 ４日（木） ７月２２日（水） 

秋クォーター １０月 １日（木） １１月２１日（土） 

冬クォーター １１月２３日（月） １月２６日（火） 

【授業時間割】 

 

 

 

 

 

※時間割に「フルオンデマンド」と記載のある科目を除き、原則として対面（対面の割合が半数以上のオンライン形式と

の併用含む）で授業を実施する予定です（フルオンデマンド、対面以外の授業実施方法の科目がある場合は時間割

上で別途案内します）。ただし、新型コロナウィルスの感染状況等により授業実施方法が変更となる場合があります。 

 授業実施方法（対面 ・オンライン等）の詳細は3月上旬以降にWebシラバス（以下URL）上に掲載・更新されますので、

随時確認してください。 

 

 

 

 

４. 教員免許状一括申請 

教育職員免許法第5条別表第1の所要資格を満たす見込みがあり、かつ、1年分の科目等履修生の学籍を持つ方は、

別途行う免許状の一括申請の手続により、翌年3月15日以降に免許状（授与年月日は3月31日付となります）を取得す

ることができます。詳細は6月頃に案内します。 

※春学期科目のみまたは秋学期科目のみ登録する方は対象になりません。 

 

５. 教員就職指導 

教員就職を支援するための機関として、「教員就職指導室」が常設されています。教員就職指導室では専門スタッ

フ（教員就職アドバイザー）が、公立・私立学校教員としての就職を目指す皆さんに個別指導を行っています。 

場所 早稲田キャンパス14号館202号室 

利用対象者 在学生（科目等履修生含む）、卒業生  

開室時間・ 

予約方法 

新型コロナウイルス感染拡大等の影響により、一部開室時間を変更している場合がありま

す。開室時間、来室予約については、以下の教職支援センターWebページよりご確認くださ

い。 

教員就職指導室： 

 

第 1 時限 第 2 時限 第 3 時限 第 4 時限 第 5 時限 第 6 時限 第 7 時限 

8:50～ 

10:30 

10:40～ 

12:20 

13:10～ 

14:50 

15:05～ 

16:45 

17:00～ 

18:40 

18:55～ 

20:35 

20:45～ 

21:35 

(50 分) 

 
https://www.waseda.jp/fedu/tec/recruiter/career  

https://www.wsl.waseda.jp/syllabus/JAA101.php  

早稲田大学シラバス検索： 

https://www.waseda.jp/fedu/tec/recruiter/career
https://www.wsl.waseda.jp/syllabus/JAA101.php
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pg. 1 

科目等履修生 教育実習申込要項 
教育実習を行うには、以下の条件を満たすと同時に、所定の手続きを行う必要があります。 

 

（1）前提条件 

【中学校・高等学校】以下①～②の条件を満たしていること。 

①前年度までに、以下科目の単位を修得済みであること（教職課程認定上、同等の科目でも可）。 

・「教科に関する専門的事項」のうち 16 単位以上 ※1 

・「教職概論」「教育課程編成論」「教育基礎総論 1」「教育制度総論」「教育心理学」 

「教科教育法 1、教科教育法 2」※2「教育方法・技術論」「特別支援教育」「生徒理解と教育相談」 

・「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理、データ活用及び人工知能に関する科目 

又は情報機器の操作」のうち 2 領域（各 2 単位）以上 

    ※1「教科に関する専門的事項」は、教育実習で担当予定の教科で「16 単位以上」修得してください。 

    ※2「教科教育法 1、教科教育法 2」は教育実習で担当予定の教科の「教科教育法 1、教科教育法 2」を修得

してください。ただし、中学社会、高校の地理歴史、公民の中で２教科以上の免許状を取得する場合

（例：社会と公民）は、教育実習担当予定の教科に関わらず 1 教科（社会か公民どちらか）の「教科教

育法 1、教科教育法 2」の単位を修得すれば、「教育実習前提条件」を満たしているものとみなします。 

②当該年度に教員免許状取得に必要な科目を全て修得見込であること。 

【小学校(初等教育学専攻卒業の学部科目等履修生対象)】 

前年度までに、以下科目の単位を修得済みであること（教職課程認定上、同等の科目でも可）。 

・「教科に関する専門的事項」を 3 科目以上 

・「教職原論」「初等教育学概論Ⅰ」「教育の制度と経営(小)」「教育課程編成原論」「教育方法原論」 

「教育心理学原論」「特別支援教育原論」 

・「教科教育法」を 4 科目以上 

・「特別活動原論」「道徳教育原論」「教育相談原論」「生徒指導・進路指導原論」のうち 3 科目以上。 

・「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理、データ活用及び人工知能に関する科目 

又は情報機器の操作」のうち 2 領域（各 2 単位）以上 

【小学校（教育学研究科(高度教職実践専攻1年制コースを除く)の学部科目等履修生対象）】 

教育実習は原則として科目等履修生2年目に行くことになります。 

①前年度までに、小学校 1 種免許取得に必要な単位のうち、12 単位を修得済みであること（12 単位には、

中学・高校免許からの流用単位は含みません）。 

②当該年度に教員免許状取得に必要な科目を全て修得見込であること。 

 
（2）実習校の確保 

原則は母校実習とし、各人が出身学校に内諾を得ている必要があります。下記の事前登録期間の最終日(3月

4日（水)）までに内諾を得ていない場合、2026年度に「教育実習演習」を登録することはできません。 

※実習前年度に、大学を通しての実習校・教育委員会との派遣手続きが必要な場合、前年度に当学に学籍が

あり、教育実習ガイダンスの参加および事前登録（7～8月）を行った学生のみに対応します。 

 

（3）出願 

1)教育実習事前登録（申請フォーム） 

教育実習実施希望者は、2026年2月9日（月）10時～3月4日（水）16時の間に、教育学部webページ

（https://www.waseda.jp/fedu/edu/admission/）から、「全学の科目等履修生 教育実習申し込みはこち

ら」より教育実習内諾情報を入力してください。 

 https://my.waseda.jp/application/noauth/application-detail-noauth?param=lwviET3a5OXM_4QCyu3RSQ 

なお、前年度(2025年度)に、MyWasedaで教育実習事前登録をしている場合も改めて登録を行ってください

（今回の登録内容に更新を行います）。 

 

2)科目登録 

出願時、「履修計画書」にて「教育実習演習（中・高）（２週間）」、「教育実習演習（中・高）（３週

間）」、「教育実習演習（小）」を申請してください。次表のとおり、教育実習の「期間」「時期」により

登録する科目・クラスが異なります。なお、原則として、登録後の変更はできませんのでご注意ください。 

※連続した3週間（2週間）の実習となるため、当該期間にはクォーター科目の履修登録は行わないでください。 

 

【中学校・高等学校】 

2 週間の教育実習の場合 

実習時期 登録する科目名・履修クラス 取得可能免許状 実習先 

別紙① 
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4 月～7 月の場合 教育実習演習（2週間）の春学期開講クラス 

高校のみ 中学または高校 

8 月～1 月の場合 教育実習演習（2週間）の夏秋期開講クラス 

 

3 週間の教育実習の場合 

実習時期 登録する科目名・履修クラス 取得可能免許状 実習先 

4 月～7 月の場合 教育実習演習（3週間）の春学期開講クラス 中学のみ 

または 

中学高校両方 

中学または高校 

8 月～1 月の場合 教育実習演習（3週間）の夏秋期開講クラス 

 

※開講クラスについて 春学期開講クラスは、シラバス指定の曜日時限に、事前指導 4回と事後指導 3回の計 7回の 

講義が行われ、夏秋期開講クラスは、夏季休業期間中の指定期間に事前指導 4回（集中授業）と秋学期のシラバス 

指定の曜日時限に事後指導 3回の計 7回の講義が行われます。 

 

【小学校】 

教育実習実施期間 科目名 取得可能免許状 

3週間※ 教育実習演習（小） 小学校のみ 

※2011年度より、教育学研究科高度教職実践専攻2年制コース所属の学生に限り、中学高校免許の教育実習の単位流

用を前提として、2週間の小学校教育実習を認めています。ただし、実習校の了承を得ていることが前提となりま

す。これらの条件を満たす場合のみ、「教育実習演習（小）（2週間）」を申請してください。 

 

3)小論文の提出 

「教育実習演習」履修希望者については、出願時に小論文の提出が必要です。以下の教育学部webページ

から小論文の課題・所定用紙をダウンロードし、作成してください。小論文は、前述の事前登録にてPDF

で提出するとともに、原本を出願書類として提出してください。 

提出された小論文が一定の基準に満たない場合、当該科目の履修を認めないことがあります（「教育実 

   習演習」のみ履修を希望している方は、科目等履修生としての入学が認められません）。また、小論文の

記載内容によっては、再提出を求める可能性があります。対象の方には別途詳細を周知します。 

 

教育学部WEBページ   

https://www.waseda.jp/fedu/edu/admission/ 
 

（4）実習申込み 

実習先によっては、所定の手続きが必要です。 

①「都内公立学校実習者」「早稲田大学附属・系属校実習者」 

別途、提出書類が必要です。手続き内容詳細については、対象者の方に合格発表後にご連絡します。 

②上記以外の「個人実習」等の方 

科目等履修生入試合格後に教育実習関連書類を配布します。詳細は対象者の方に別途ご連絡します。

実習校によっては別途手続きが必要な場合がありますので、必ず事前に実習校に確認してください。ま

た、所属事務所から配布される「教職課程履修の手引き（2026年版）」を熟読の上、教育実習の準備を

行ってください。 

 

（5）教育実習ガイダンスの開催について（2027年度教育実習予定者向け） 

下記のとおり教育実習ガイダンスを開催します。2026年度に科目等履修生として在籍し、2027年度にも 

科目等履修生として出願予定で、2027年度に教育実習を予定している方は必ず出席してください。事情に 

よりやむを得ず出席できない場合は、教職支援センターお問合せフォーム 

（https://www.waseda.jp/fedu/tec/contact）からご相談ください。 

 

・教育実習ガイダンス（2027年度中学校・高等学校教育実習予定者） 

日時：4月7日（火）15:00-16:45 会場：早稲田キャンパス16号館106教室（予定） 

※事前予約は不要ですので、当日会場にお越しください。 

 

  ・初等教育実習ガイダンス（2027年度小学校教育実習予定者） 

   日時：4月10日（金）11:00-12:00 会場：早稲田キャンパス16号館309教室（予定） 

※事前予約が必要となりますので、参加を希望される場合は上記のお問合せフォームからご連絡ください。 

 

以 上 
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科目等履修生 介護等体験申込要項 
 

介護等体験を行うには、以下の前提条件を満たすと同時に、所定の手続きを行う必要があります。 

 

（1）前提条件 

履修前年度までに「教職概論（中・高）」および「特別支援教育（中・高）」の単位を修得済みであること（い

ずれも同等科目可）。「教育心理学（中・高）」の単位を修得済みであることが望ましい。 

 

（2）出願～手続き 

1)事前登録 

【登録期間】2026年2月9日（月）10時～2026年3月4日（水）16時 

・介護等体験希望者は、上記の登録期間内に、以下の教育学部webページより事前登録を完了してください。 

・この手続きは小学校免許、中学校免許共通です。 

https://forms.office.com/r/7RVghFs6kP（右QRコード） 

 

 

 

2)科目登録 

出願時に「履修計画書」にて「介護体験実習講義」を申請してください。 

 

3)麻疹に関する証明書の提出【入学後～4月中】 

https://forms.office.com/r/CwTg2JQQdd（右QRコード） 

 
介護等体験では、原則として麻疹の抗体値が十分にあることを事前に証明する必要があります。 

合格者を対象（学籍番号の入力が必要）として、以下のいずれかの提出を求めますので、予めご準備ください。 

◯2回以上の麻疹ワクチン接種（1歳以上）歴を証明する書類 

◯麻疹抗体検査結果（EIA法-IgG値4以上） 

◯麻疹ワクチンの不適合者（アレルギー、妊娠の可能性がある方等）であることを証明する書類 

麻疹抗体検査（自己負担）を実施し結果がEIA法-IgG値が4未満だった方や、ワクチン接種の証明が1回分しか

ない方、1回分もない方は、個別にワクチン接種（自己負担）を実施の上、麻疹抗体検査結果、および、ワクチ

ン接種証明書をご提出ください。なお、ワクチンの接種回数は、医師にご相談ください。体質等が原因で証明

書の提出が難しい場合は、教職支援センターまで事前にご相談ください。 

 

4)体験費の納入 

【納入期間】2026年4月23日（木）～2026年4月27日（月） 

【納入方法】 

入学後、聴講料納入案内をWasedaメールで通知します。メール内容を確認し、「コンビニエンスストア 

決済」「ペイジー決済」「クレジットカード決済」のいずれかで納入してください。 
※入学手続書類の受取後、『WasedaID利用者控』に沿ってMywasedaの利用を速やかに開始し、Wasedaメールが確認できる 

状態にしておいてください。 

 

＜注意＞●納入された介護等体験費は、いかなる理由があっても返還できません。 
 

【体験費詳細】 

体験日数 
7日間 

（社会福祉施設＋特別支援学校） 

5日間 
（社会福祉施設のみ） 

2日間 
（特別支援学校のみ） 

体験費 11,000円 － 

別紙② 

https://forms.office.com/r/7RVghFs6kP
https://forms.office.com/r/CwTg2JQQdd


pg. 4 

（3）介護等体験について・スケジュール（予定） 

【体験日数】 

 7日間（社会福祉施設での体験5日間、および特別支援学校での体験2日間。土日のみの体験希望不可。） 

・社会人の方が就業などを理由に、決定した体験日程の変更などを申し出ることは出来ません。 

・過去に一部介護等体験を終了しており、手元に「介護等体験証明書」（2日もしくは5日分）がある場合は、 

7日間に対して不足する日数分の体験を事前登録時に申請してください。 

 

【体験期間・体験先】 

 体験設定時期：原則、2026年5月下旬～2026年11月 

 体験先と期間：東京都内の社会福祉施設での体験5日間および特別支援学校での体験2日間（合計7日間） 

・体験時期は前後する場合があります。 

・社会福祉施設とは、児童養護施設、老人デイサービスセンター、特別養護老人ホームなどです。 

・体験期間が2日間のみの場合は特別支援学校での体験となります。 

・社会福祉施設の体験先は現住所を参考に、東京都社会福祉協議会が決定します。特別支援学校の体験先は 

事前登録時の希望を参考に調整しますが、受け入れ先の状況等により希望に添えない場合があります。 

 

時期 手続き・内容 

4 月初旬 

□ 介護等体験事前ガイダンス 

□ 学生定期健康診断の受診 

□ 体験不可週アンケート（体験が出来ない週を申請する手続き） 

4 月下旬 □ 体験費納入（体験が 2 日間の方は納入不要） 

4 月～5 月 □ 「介護等体験実習講義」事前指導（オンデマンド全４回） 

6 月下旬以降 □ 体験先・体験期間決定の案内  

体験先決定後 

～7 月上旬まで 

□ 「介護等体験希望学生個人票」（社会福祉施設）の提出 

□ 「健康診断書」の提出（対象学生のみ） 

7 月上旬～順次 □ 「細菌検査結果書」の提出（対象学生のみ） 

随時 

□ 体験先施設での事前オリエンテーション（対象学生のみ） 

□ 体験先施設への事前連絡（対象学生のみ） 

□ 介護等体験の実施 

秋学期以降 
□ 「介護等体験証明書」の提出 

□ 「社会福祉施設における介護等体験 自己評価票」提出 

12 月～1 月 □ 「介護体験実習講義」事後指導 （対面全４回＋期末レポート） 

3 月 □ 「介護体験実習講義」成績発表 

 

※教職支援センターからの連絡はMyWasedaの「個人情報照会・変更」に登録されている連絡先へ行います。 

このため、連絡先は常に最新の状態としてください。 

※上記は2026年2月現在の予定です。連絡事項はMyWaseda（Wasedaメール、Waseda Moodleを含む）を通してお知らせします。 

 

以 上  
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科目等履修生 英語科教育法の履修条件 

＜履修条件＞ 

英語科教育法１～４を履修する場合、以下履修条件のいずれかを満たしている必要があります。 

科目等履修生制度の出願までに TOEIC にて条件を満たすか、英検や TOEFL ITP で下記の＜設定理由＞にある目

標値（英検準１級以上、TOEFL ITP 550 点以上）を取得してください。 

WeTEC の受検を希望する場合は、科目等履修生制度の出願者用に受験機会を設けておりますので、下記の＜

WeTEC 受験案内＞に従い受験してください。本学の卒業生で正規学生から引き続き科目等履修生になる場合には、

在学中の WeTEC スコアの利用が可能です。 

 

・TOEIC （Listening ＆Reading Test）555 点以上（TOEIC IP テストでも可） 

・WeTEC 600 点以上 

※WeTEC とは Web-based Test for English Communication の略称で、当学の学生を対象としたインター

ネットを利用した英語コミュニケーション能力判定テストです。 

 

＜設定理由＞ 

文部科学省は「英語が使える日本人」の育成のための戦略構想で、英語教員が備えておくべき英語力の目標値と

して、英検準１級、TOEFL ITP 550 点、TOEIC730 点程度が望ましいとしています。 

 

＜注意事項＞ 

・本学国際教養学部の卒業生ならびに本学文化構想学部国際日本文化論プログラムの卒業生は、前提条件を満た

しているとみなします（スコアの提出は不要）。 

・本学人間科学部の卒業生で在学中に英語授業が免除された方（TOEFL（iBT）83 以上/ TOEIC  Listening& 

Reading Test + Speaking & Writing Tests × 2.5 = 1700 以上）*2018 年度以前入学者に関しては、TOEFL

（iBT）80 以上/ TOEIC Listening & Reading Test が 730 以上）は前提条件を満たしているため、当該試験

のスコアコピーを初回授業以降に担当教員へ提出して下さい。 

・本学教育学部の卒業生、人間科学部の卒業生（在学中に英語授業が免除された方を除く）、文化構想学部の卒業

生（国際日本文化論プログラムの方を除く）で、何等かの理由により在学中に WeTEC や TOEIC の点数を取

得していないが、英検や TOEFL ITP で上記の＜設定理由＞にある目標値（英検準１級以上、TOEFL ITP 550

点以上)を取得している場合は、前提条件を満たしているとみなします。その場合、当該試験のスコアコピーを

初回授業以降に担当教員へ提出する必要があります。 

・履修条件を満たしていることが確認できない場合は単位修得ができません。不合格評価になるため、十分に注 

意してください。 

 

＜スコアの提出・成績評価について＞ 

初回授業以降に担当教員がスコアの提出を求めますので、WeTEC については MyWaseda からプリントアウトし

たものを、TOEIC、英検、TOEFL ITP については証明書のスコアをコピーしたものを提出してください。 

授業期間内にスコアを提出しない場合、また、スコアが条件を満たしていない場合、不合格評価となります。 

 ※スコアの提出は授業期間内で支障ありませんが、履修条件は科目等履修生出願までに満たしておく必要が 

ありますので、ご注意ください。 

 

＜WeTEC受験案内＞ 

科目等履修生制度の出願者用に、以下のとおり、WeTEC の受験機会を設けます。 

【申込・受験方法】 

次頁「2026年度英語科教育法の履修を希望される皆さんへ」を参照してください。 

申込期間  受験期間  備考 

2026年 2月 19日（木）
～3月 2日（月） 

2026年 2月 20日（金） 
～3月 3日（火） 

春学期履修用 

2026年 9月 3日（木） 
～10月 5日（月） 

2026年 9月 4日（金） 
～10月 6日（火） 

秋学期履修用 

※秋学期履修予定者は春学期履修者用を

受験しても良い。 

試験時間の平均は約 60 分です。コンピュータを利用しているため、その場で採点し、テスト終了後すぐにスコ

アが表示されます。 

  以 上  

別紙③ 
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教育・総合科学学術院 教職支援センター 

 

2026年度 英語科教育法の履修を希望される皆さんへ 
（英語科教育法の前提条件について） 

 

2010 年度以降に入学した学生が英語科教育法１、英語科教育法２、英語科教育法３、英語科教育

法４を履修する場合、以下の条件のうちいずれかを満たしていることが必要となります。 

WeTEC：600 点以上 

TOEIC：555 点以上 

※国際教養学部の学生で、英語Ⅰ・Ⅱが免除された学生は、条件を満たしていると特別にみなします。 

※「科目等履修生」については、2011 年度の科目等履修生より適用となります。 

 

上記スコアをお持ちでない方は、下記の手順に従って WeTEC の受験申込を行ってください。 

 

１）受験申込 

以下の手順でお申し込みください。 

①教職課程 WeTEC の受験料（2,950 円）を以下の宛先にお振込みください。 

 ※振込手数料はご負担願います。 

    ＜振込先＞ 

 三菱 UFJ 銀行 江戸川橋支店 

 普通 1212808 

 カ）ワセダダイガクアカデミックソリューション 

 振込人名義： ご氏名（カタカナ） 

 

②振込完了後、以下の情報を【te-help@list.waseda.jp】までご連絡ください。 

 ・氏名 

 ・振り込みが完了した旨 

 

 

  ①～②の確認が取れ次第、弊社から受験 ID と PW をご案内いたします。 

  ※受験申込後の受験料返金には、一切応じられません。ご注意ください。 

 

なお、今回の受験期間・申込期間は以下の通りとなります。 

受験期間 申込期間 

① 2026年 2月 20日（金）～3月 3日（火） 2026年 2月 19日（木）～3月 2日（月） 

② 2026年 9月 4日（金）～10月 6日（火） 2026年 9月 3日（木）～10月 5日（月） 
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※申込受付時間は、平日 9：30~17：00 となります。  

※①の申込期間で受験申込をした方は、②の受験期間で受験することは出来ません。ほかの場合も同

様です。 

 

２）WeTEC 受験 

受験設定が完了しましたら、メールでご連絡いたします。本ページの下部にある受験ガイド（別 

紙）に記載されている URL にアクセスし、ID/パスワードを入力し、受験を開始してください。受

験前には必ず WeTEC 受験ガイド（別紙）を確認してください。 

※原則として再受験は一切認められません（但し技術的トラブルが生じた場合は、別途協議いたし

ます）。技術的なトラブルについてのお問い合わせは、下記 (株) 早稲田大学アカデミックソリュ

ーションまでお願いいたします。 

 

３）受験終了後 

受験終了後にスクリーン上に受験結果が表示されます。表示された受験結果を印刷の上、初回授業

時に担当教員にご提出ください。なお受験結果画面は、一度閉じると、二度と開くことができませ

ん。注意ください。 

 

●英語科教育法、受験結果の取り扱いについてのお問い合わせ 

お問い合せ先：教育・総合科学学術院事務所 

電話番号：03-3232-3599 

問い合わせ時間：月～金 9:00-17:00 

●WeTECの受験方法、受験環境、他技術的トラブルに関するお問い合わせ  

お問い合わせ先：（株）早稲田大学アカデミックソリューション 

問い合わせ時間：月～金 9:00-17:00 

   問い合わせフォーム 

 https://otoiawase.jp/do/public/form/tutorialenglish/1 
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英語コミュニケーション能力判定テスト WETEC受験ガイド 

 

 

 

科目等履修生 教育学部 教職課程英語科教育法 WeTEC 

●基本情報 

受験サイト https://wetec.w-as.jp/wetec/english_edu.html 

受験期間 
2026年 2月20日～3月 3日 

2026年 9月4日～10月6日 

※受験者 ID お申込みメール確認後に発行する受験者 IDを半角で入力してください。 

※パスワード お申込みメール確認後に発行するパスワードを入力してください。 

※科目等履修生出願者の場合は、お申込みメール確認後、受験者 ID・パスワードを発行いたします。 

 

WeTEC とは Web-based Test for English Communication の略称で、インターネットを利用した英語コミュニケーショ

ン能力判定テストです。個人の能力に合わせてテスト問題を変化させていく適応型のテストシステムですので、従来

のペーパーテストに比べて短時間で正確な測定が可能です。次のような特徴があります。 
①約 60 分で高い測定精度 
試験時間の平均は約 60 分です。また、問題をランダムに出題するタイプのコンピュータテストとは違い、
TOEIC(R)テストや英検などの資格試験と同等の正確性の高いレベル測定を行います。 

②テスト終了後にすぐわかる結果 
コンピュータを利用しているため、その場で採点し、テスト終了後すぐにスコアが表示されます。 

③ウェブ上で受験できる 
指定された受験期間内であれば、自分の好きな時に受験をし、実力チェックをすることが可能です。 
（受験は各自 1 回のみ可能です。再受験はできません。） 

 

●受験に必要な環境 

①パソコン  ②ヘッドホンまたはスピーカー 

パソコンが下記推奨環境を満たしているかを確認してください。リスニング問題がありますので、音声が正しく聞け

るか確認してください。静かに集中できる場所で受験することをお勧めします。 

 

＜パソコン推奨環境＞ 

OS ブラウザ 

Windows： 10以降 Microsoft Edge 20以降、Google Chrome 

Macintosh： OS 10.10 以降 Safari 8.0以降※、Google Chrome 

※最新の推奨環境は、WeTEC 受験サイトをご確認ください。 

※Safari 11以降で受験する場合、事前に Safariの環境設定にて音声出力を設定する必要があります。 
 

●受験の進め方 
 

１．ログイン方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①受験サイトへアクセス 

上記の受験サイトURLにアクセスしてください。 

②受験環境チェックを実施 

受験サイトから、受験環境チェックを行い、すべての結果が「OK」になることを確

認します。 

（チェック結果が１つでも「NG」になっている場合は、推奨環境を満たすパソコン

から受験してください。） 

③WeTECガイドツアーを使って、受験方法を事前に確認 

上記受験サイトから、WeTECガイドツアーにアクセスしてください。 

  WeTEC ガイドツアーでは、実際の受験と同じ形式で、受験を体験できます。

WeTECの受験方法に十分慣れてから、本番の受験に臨んで下さい。 

④ログインする 

教育学部ログインページへのリンクを選択。 

左図のログインページに進み、受講者 ID、パスワードを入力してください。 ログイン画面 

受験サイト画面 

https://wetec.w-as.jp/wetec/english_edu.html
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英語コミュニケーション能力判定テスト WETEC受験ガイド 

２．受験の前に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．WeTEC受験 

 

 

 

 

 

 

 

４．受験結果表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

●WeTECテストの構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨WeTECを受験する 
WeTECは前ページにある4

つのセクションから構成され

ています。受験にかかる所

要時間は約60分です。 

 

 

 

もし画面がフリーズした/中断された時 

あわてずにウィンドウを閉じてください。もう一度①番に戻り、同じように

ログインすれば、中断された場所から再開することができます。 

 

⑤利用規約に同意する 
利用規約に同意したら、「受験

開始」ボタンを押してくださ

い。 

⑥音声をテストする 
実際のテストと同じ音量で例

文が読まれます。音量を調節

してください。調節方法は、画

面の指示に従ってください。 

⑦アンケート 
過去６ヶ月以内に英検・TOEIC・

TOEFL を受験された方は、試

験結果（取得級・点数）をご記入く

ださい。受験していない方は、

入力不要です。終わりましたら

「次へ」ボタンをクリックします。 

⑧受験票内容の確認 
画面上にご自身の受験情報

が表示されます。間違いがな

いか確認して「受験開始」を押

してください。 

 

⑩スコアを確認 
スコアが表示されます。各セクション２５０点満点で、トータル１０００点満点です。スコアに応じてアドバイスが表示されま

すので、今後の学習に役立ててください。 

 

受験終了後にスクリーン上に受験結果が表示されます。表示された受験結果を印刷の上、初回授業時に担当教員に

ご提出ください。なお受験結果画面は、一度閉じると、二度と開くことができません。注意ください。 

 

確認後は、右上にある「ログアウト」ボタンから、ログアウトを行ってください。強制終了をしてしまうと、試験を正常に終了

できなくなりますので、ご注意ください。 

Section 1 語彙の知識 

問題形式 空所補充 日常生活・学校生活・ビジネス現場

などのシチュエーションで実際に

よく使われる語彙の知識を測定し

ます。 

解答方式 ４肢択一 

問題数 25問 

配点 250点 

解答時間 60秒/1問 

 

Section 3 リスニングでの大意把握力 

問題形式 リスニング 日常生活・学校生活・ビジネス現場

などのシチュエーションにおける

会話やニュースなどを聞き、その

内容の大意を理解する能力を測定

します。 

解答方式 ４肢択一 

問題数 25問 

配点 250点 

解答時間 60秒/1問 

 

Section 2 表現の知識及びその用法 

問題形式 空所補充 日常生活・学校生活・ビジネス現場な

どのシチュエーションで実際によく使

われる会話表現の知識およびその用

法を測定します。 

解答方式 ４肢択一 

問題数 25問 

配点 250点 

解答時間 90秒/1問 

 

Section 4 具体情報の聞き取り能力 

問題形式 リスニング 日常生活・学校生活・ビジネス現場な

どのシチュエーションにおける会話

などから、内容理解のキーポイントと

なる情報を聞き取る能力を測定しま

す。 

解答方式 ディクテーション 

問題数 20問 

配点 250点 

解答時間 120秒/1問 

 
お問合せ先 

（株）早稲田大学アカデミックソリューション 語学教育部 問い合わせ時間：月～金 9:00-17:00 

専用問い合わせフォーム https://otoiawase.jp/do/public/form/tutorialenglish/1 
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令和 6年（2024年）省令改正：中学校一種理科および高校一種情報の科目区分の統合・再編成 

＜中学校「理科」＞ 

 

 

＜高等学校「理科」＞ 

 

 

＜高等学校「情報」＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・実験系科目の区分名称についている「（コンピュータ活

用を含む。）」を一律削除。 

 

・省令改正前の物理学、物理学実験、化学、化学実験、生

物学、生物学実験、地学、地学実験の 8つの科目区分の

うち、物理学、化学、生物学、地学の４分野の実験系科

目を１区分にまとめることにより、次表の通り 5つの科

目区分に再編する。 

 

・新しい科目区分（「物理学実験・化学実験・生物学実験・

地学実験」）では、4 分野のいずれかではなく 4 分野全

ての内容を含める必要がある。 

 

・「教科に関する専門的事項」科目の必要修得単位数につ

いては変更なし。 

・科目区分名称から「（コンピュータ活用を含む。）」を削

除。 

 

・新しい科目区分（「物理学実験、化学実験、生物学実験、

地学実験」）では、4 分野の中からいずれか 1 分野の実

験を選択する必要がある。 

 

・「教科に関する専門的事項」科目の必要修得単位数につ

いては変更なし。 

・省令改正前は次表の通り 6 つの科目区分に分かれて

いたが、「情報と職業」を「情報社会・情報倫理」の

科目区分に統合することにより、5つの科目区分に再

編する。 

 

・一部の科目区分名称についている「（実習を含む。）」

を一律削除する。 

 

・「教科に関する専門的事項」科目の必要修得単位数に

ついては変更なし。 

 

別紙④ 
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教員免許状・博物館学芸員資格取得要件 
 

【重要】教育職員免許法および同法施行規則改正に伴う注意事項について 

  「2026年度4月・9月入学 教育学部科目等履修生（教職課程・博物館学芸員課程）募集要項」（本紙）の

p.5 ～7をご確認ください。 

 

教育職員免許状取得要件（新課程） 

１．取得要件 

 教育職員免許状を取得する場合、「教育職員免許法」と「教育職員免許法施行規則」による基礎資格を満たし、

所定の単位を修得する必要があります。なお、以下は法改正後の新課程です。施行規則附則に基づき、旧課程の

適用となる場合は、出願先学部事務所へご相談ください。 

 

１-１．基礎資格 

 学士の資格を有すること。（小学校一種・中学校一種・高等学校一種共通） 

 

１-２．修得単位 

法令区分／免許状の種類 
小学校 

一種 

中学校 

一種 

高等学校 

一種 

教科及び教職に関する科目 
合計 

５９単位 

合計 

５９単位 

合計 

５９単位 

  

教科及び教科の指導法に関する科目 ※（1） 

小計 

３０単位 

小計 

２８単位 

小計 

２４単位 

  

教科に関する専門的事項 ※（1）     

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）※（1） ８ ４ 

教育の基礎的理解に関する科目 ※（2） １０ １０ １０ 

道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に

関する科目 ※（2） 
１０ １０ ８ 

教育実践に関する科目 ※（2） ７ ７ ５ 

大学が独自に設定する科目 ※（3） ２ ４ １２ 

教育職員免許法施行規則第 66条の 6 に定める科目 
合計 

８単位 

合計 

８単位 

合計 

８単位 

  

日本国憲法 ２ ２ ２ 

体育（実技） ２ ２ ２ 

外国語コミュニケーション ２ ２ ２ 

数理、データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作 ２ ２ ２ 

最低修得単位数の合計 ６７ ６７ ６７ 

 
※（1）「教科に関する専門的事項」、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」の最低修得単位数 

  「教科に関する専門的事項」については、法令上の最低修得単位数は定められていません。ただし、「教科及び教科の 

指導法に関する科目」としては、「教科に関する専門的事項」と「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」との 

合算で「小計」に記載の単位数を修得する必要があります。また、「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」に 

ついては、中学校免許取得者は８単位以上、高等学校取得者は４単位以上修得することが定められています。 

 

※（2）「教育の基礎的理解に関する科目」等 

  ①「教育の基礎的理解に関する科目」、②「道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関する 

科目」および③「教育実践に関する科目」の総称として、「教育の基礎的理解に関する科目」等とします。 

 

※（3）大学が独自に設定する科目（一種免許状） 

  「教育の基礎的理解に関する科目」等、「教科及び教科の指導法に関する科目」の最低修得単位数を超えて単位を修得し

た場合は、「大学が独自に設定する科目」の単位として計算されます。上表に記載の単位数は、「教育の基礎的理解に関す

る科目」等、「教科及び教科の指導法に関する科目」および「大学が独自に設定する科目」の合計最低修得単位数である

59 単位から、「教育の基礎的理解に関する科目」等と「教科及び教科の指導法に関する科目」の最低修得単位数を差し引

いた単位数であり、「大学が独自に設定する科目」の科目区分に設置されている科目を、記載されている単位数以上履修し

なければならないという意味ではありません。  

別紙⑤ 
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中学校・高校免許状取得要件（新課程） 

（１）教科及び教科の指導法に関する科目 

「教科及び教科の指導法に関する科目」については、「教科に関する専門的事項」および「各教科の指導法

（情報通信技術の活用を含む。）」の合算で、中学校免許取得者は２８単位以上、高等学校免許取得者は２４

単位以上を修得する必要があります。必修科目のみの履修では「教科及び教科の指導法に関する科目」の合計

単位数要件を満たさない場合がありますので、ご注意ください。 

 

（１－１）教科に関する専門的事項 

下表のとおり、取得する免許教科により、修得が必要な科目が異なります。 

 

<国語（中学１種・高校１種）>  

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

国語学（音声言語及び文章表現に関する

ものを含む。） 

日本語学 ４ 

全科目必修 

国語表現論 ４ 

国文学（国文学史を含む。） 

日本文学史Ⅰ（古代） ２ 

日本文学史Ⅱ（中世） ２ 

日本文学史Ⅲ（近世） ２ 

日本文学史Ⅳ（近代） ２ 

漢文学 
中国文学基礎講読 ４ 

中国文学基礎演習Ⅰ ２ 

書道（書写を中心とする。） 書道（書写） ４ 

中学１種免許状の取得を希

望する場合は必修。 

高校１種免許状の単位とし

ては算入されません。 

最低修得単位数 
 ２６（中学） 

 ２２（高校） 
 

 

<社会（中学１種）>  

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

日本史・外国史 

日本史Ⅰ ２ 

全科目必修 
日本史Ⅱ ２ 

外国史Ⅰ ２ 

外国史Ⅱ ２ 

地理学（地誌を含む。） 

地理Ⅰ ２ 

全科目必修 地理Ⅱ ２ 

地誌Ⅰ ２ 

「法律学、政治学」 

法律学 ２ 

１科目必修 政治学Ⅰ ２ 

政治学Ⅱ ２ 

「社会学、経済学」 

社会学（教職） ２ 

１科目必修 経済学Ⅰ ２ 

経済学Ⅱ ２ 

「哲学、倫理学、宗教学」 

哲学研究 ４ 

いずれか 

１科目群必修 

倫理学概論 ４ 

宗教研究I 

宗教研究II 

２ 

２ 

最低修得単位数 ２２  

 

  

セット履修 
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<地歴（高校１種）>  

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

日本史 
日本史Ⅰ ２ 

全科目必修 

日本史Ⅱ ２ 

外国史 

外国史Ⅰ ２ 

外国史Ⅱ ２ 

外国史Ⅲ ２ 

人文地理学・自然地理学 

地理Ⅰ ２ 

地理Ⅱ ２ 

地理Ⅲ ２ 

地誌 
地誌Ⅰ ２ 

地誌Ⅱ ２ 

最低修得単位数 ２０  

 

<公民（高校１種）>  

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

「法律学（国際法を含む。）、政治学

（国際政治を含む。)」 

法律学 ２ 
いずれか 

１科目群必修 
政治学Ⅰ 

政治学Ⅱ 

２ 

２ 

「社会学、経済学（国際経済を含

む。)」 

社会学（教職） ２ 「社会学(教職)」または、 

「経済学Ⅰ」および 

「経済学Ⅱ」を履修 

経済学Ⅰ 

経済学Ⅱ 

２ 

２ 

「哲学、倫理学、宗教学、心理学」   

哲学研究 ４ 

いずれか 

１科目群必修 

倫理学概論 ４ 

宗教研究I 

宗教研究II 

２ 

２ 

最低修得単位数 ２０ ※（１）参照のこと 

 

<数学（中学１種・高校１種）>  

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

代数学 

線形代数１ ４ 
いずれか 

１科目群必修 
代数１－１ 

代数１－２ 

２ 

２ 

幾何学 

幾何１ 

幾何２ 

２ 

２ いずれか 

１科目群必修 幾何３ 

幾何４ 

２ 

２ 

解析学 

微積分１ ４ 

いずれか 

１科目群必修 

解析学１－１ 

解析学１－２ 

２ 

２ 

複素解析１－１ 

複素解析１－２ 

２ 

２ 

「確率論、統計学」 

統計入門 

統計数学 

２ 

２ いずれか 

１科目群必修 確率論１ 

確率論２ 

２ 

２ 

コンピュータ 

情報数学１ 

情報数学２ 

２ 

２ いずれか 

１科目群必修 情報数学３ 

情報数学４ 

２ 

２ 

最低修得単位数 ２０  

セット履修 

セット履修 

セット履修 

セット履修 

セット履修 

セット履修 

セット履修 

セット履修 

セット履修 

セット履修 

セット履修 
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<情報（高校１種）>  

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

情報社会（職業に関する内容を含

む。）・情報倫理  

Ａ

群 

情報社会・情報倫理 ２ 

Ａ～Ｂ群から1科目群選択必修※ 

情報技術の応用と職業 ２ 

Ｂ

群 

情報社会（職業に関する

内容を含む。）・情報倫

理【科目等履修生】 

１ 

コンピュータ・情報処理 
情報数学５ ２ 

全科目必修 

情報数学６ ２ 

情報システム 
情報システム１ ２ 

情報システム２ ２ 

情報通信ネットワーク 
ネットワーク技術１ ２ 

ネットワーク技術２ ２ 

マルチメディア表現・マルチメディア技

術 

マルチメディア基礎と応用Ⅰ ２ 

マルチメディア基礎と応用Ⅱ ２ 

最低修得単位数 ２０ ※（１）参照のこと 

※以下の条件を全て満たす者は、B 群「情報社会（職業に関する内容を含む。）・情報倫理【科目等履修生】」

を選択可能。それ以外の方は A 群を選択してください。 

・高校一種「情報」の免許状取得を希望している。 

・2023 年度以前に本学学部に入学し、卒業までに改正前の旧科目区分における必修科目を一部しか修得して

いない。 

 

 

<理科（中学１種）> ※教育学部出身者は出身専修にて受入、他大学卒業者は生物学専修にて受入 

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

物理学 
物理学Ⅰ-１ ２ 

全科目必修 

物理学Ⅰ-２ ２ 

化学 化学Ⅰ ４ 

生物学 
生物学通論Ⅰ ２ 

生物学通論Ⅱ ２ 

地学 
地学通論Ⅰ ２ 

地学通論Ⅱ ２ 

「物理学実験・化学実験・生物学実験・

地学実験」 

Ａ

群 

物理学実験Ⅰ ２ 

Ａ～Ｂ群から1科目群選択必修※ 

物理学実験Ⅱ ２ 

化学実験Ⅰ ２ 

化学実験Ⅱ ２ 

生物学通論実験Ⅰ １ 

生物学通論実験Ⅱ １ 

地学通論実験Ⅰ １ 

地学通論実験Ⅱ １ 

Ｂ

群 

中等理科実験（物理学・

化学・生物学・地学） 

【科目等履修生】 

１ 

最低修得単位数 ２０ ※（１）参照のこと 

※以下の条件を全て満たす者は、B 群「中等理科実験（物理学・化学・生物学・地学）【科目等履修生】」 

を選択可能。それ以外の方は A 群を選択してください。 

・中学校一種「理科」の免許状取得を希望している。 

・2023 年度以前に本学学部に入学し、卒業までに改正前の旧科目区分における必修科目を一部しか修得して

いない。 
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<理科（高校１種）> ※教育学部出身者は出身専修にて受入、他大学卒業者は生物学専修にて受入 

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

物理学 
物理学Ⅰ-１ ２ 

全科目必修 

物理学Ⅰ-２ ２ 

化学 化学Ⅰ ４ 

生物学 
生物学通論Ⅰ ２ 

生物学通論Ⅱ ２ 

地学 
地学通論Ⅰ ２ 

地学通論Ⅱ ２ 

「物理学実験、化学実験、生物学実験、地学実

験」 

物理学実験Ⅰ 

物理学実験Ⅱ 

２ 

２ 

いずれか 

１科目群必修 

化学実験Ⅰ 

化学実験Ⅱ 

２ 

２ 

生物学通論実験Ⅰ 

生物学通論実験Ⅱ 

１ 

１ 

地学通論実験Ⅰ 

地学通論実験Ⅱ 

１ 

１ 

最低修得単位数 ２０  

 

<英語（中学１種・高校１種）>  

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

英語学※ 

英語音声学Ⅰ ２ 

全科目必修 

言語学入門 ２ 

応用言語学入門 ２ 

英語文学 

英文学史Ⅰ ２ 

英文学史Ⅱ ２ 

米文学史Ⅰ ２ 

米文学史Ⅱ ２ 

英語コミュニケーション 

Ａ

群 

Academic Writing and 

Discussion in English α 

（Essentials for Beginners） 

２ 

Ａ～Ｂ群から1科目群

選択必修 

Academic Writing and 

Discussion in English β 

（Academic skills for 

Intermediate learners） 

２ 

Ｂ Communicative EnglishⅠ ２ 

群 Communicative EnglishⅡ ２ 

異文化理解 

アメリカ文化史 ２ 
3科目から2科目選択

必修 
British Cultural History ２ 

Intercultural Communication ２ 

最低修得単位数 ２２  

※2018年度以前入学者は「英語学」の履修科目が追加となる場合がありますので、出願前に必ずご相談ください。 

 

 

<ドイツ語（中学１種・高校１種）>  

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

ドイツ語学 
ドイツ語研究 ２ 

全科目必修 
ドイツ語演習Ⅲ（言語を知る） ２ 

ドイツ文学 
ドイツ語圏の文学 ２ 

ドイツ語演習Ⅰ２（文学テクストを読む） ２ 

セット履修 

セット履修 

セット履修 

セット履修 
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ドイツ語コミュニケーション 

ツールとしてのドイツ語Ⅰ ２ 

ツールとしてのドイツ語Ⅱ ２ 

ツールとしてのドイツ語Ⅲ ２ 

ツールとしてのドイツ語Ⅳ ２ 

異文化理解 

ドイツ語圏の社会と文化 ２ 

ドイツ語演習Ⅰ１（文化の諸相） ２ 

ドイツ語演習Ⅱ１（文化の諸相） ２ 

ドイツ語演習Ⅱ２（文化の諸相） ２ 

ドイツ語演習Ⅳ（文化の諸相） ２ 

最低修得単位数 ２６  

 

<フランス語（中学１種・高校１種）>  

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

フランス語学 
フランス語研究 ２ 

全科目必修 

フランス語演習Ⅳ（言語を知る） ２ 

フランス文学 

フランス語圏の文学 ２ 

フランス語演習Ⅰ２（文学テクストを読む） ２ 

フランス語演習Ⅱ２（文学テクストを読む） ２ 

フランス語コミュニケーション 

ツールとしてのフランス語Ⅰ ２ 

ツールとしてのフランス語Ⅱ ２ 

ツールとしてのフランス語Ⅲ ２ 

ツールとしてのフランス語Ⅳ ２ 

異文化理解 

フランス語圏の社会と文化 ２ 

フランス語演習Ⅰ１（文化の諸相） ２ 

フランス語演習Ⅱ１（文化の諸相） ２ 

フランス語演習Ⅲ（文化の諸相） ２ 

最低修得単位数 ２６  

 

<中国語（中学１種・高校１種）>  

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

中国語学 

中国語研究 ２ 

全科目必修 

中国語演習Ⅰ１（言語を知る） ２ 

中国語演習Ⅱ１（言語を知る） ２ 

中国文学 

中国語圏の文学 ２ 

中国語演習Ⅰ２（文学テクストを読む） ２ 

中国語演習Ⅱ２（文学テクストを読む） ２ 

中国語コミュニケーション 

ツールとしての中国語Ⅰ ２ 

ツールとしての中国語Ⅱ ２ 

ツールとしての中国語Ⅲ ２ 

ツールとしての中国語Ⅳ ２ 

異文化理解 

中国語圏の社会と文化 ２ 

中国語演習Ⅲ（文化の諸相） ２ 

中国語演習Ⅳ（文化の諸相） ２ 

最低修得単位数 ２６  
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<スペイン語（中学１種・高校１種）>  

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

スペイン語学 

スペイン語研究 ２ 

全科目必修 

スペイン語演習Ⅰ２（言語を知る） ２ 

スペイン語演習Ⅱ２（言語を知る） ２ 

スペイン文学 

スペイン語圏の文学 ２ 

スペイン語演習Ⅲ（文学テクストを読む） ２ 

スペイン語演習Ⅳ（文学テクストを読む） ２ 

スペイン語コミュニケーション 

ツールとしてのスペイン語Ⅰ ２ 

ツールとしてのスペイン語Ⅱ ２ 

ツールとしてのスペイン語Ⅲ ２ 

ツールとしてのスペイン語Ⅳ ２ 

異文化理解 

スペイン語圏の社会と文化 ２ 

スペイン語演習Ⅰ１（文化の諸相） ２ 

スペイン語演習Ⅱ１（文化の諸相） ２ 

最低修得単位数 ２６  

 

（１－２）各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）  

教育職員免許法施行規則上の科目名 設置科目 単位 履修方法 

各教科の指導法 

教科教育法 1 ２ 
必 修 

教科教育法 2 ２ 

教科教育法 3 

教科教育法 4 

２ 

２ 

中学 

のみ必修 

最低修得単位数 中学８・高校４ 

・取得を希望する教科の指導法を履修してください。中学校免許状取得者は 1～4 の８単位、高等学校免許状取

得者は 1・2 の４単位が必修です。 

・高等学校免許状取得者が、同一教科の教科教育法 3・4 を取得した場合、教科及び教科の指導法に関する科目

の総単位に積算されます。 

・旧課程適用者が卒業までに「社会科教育法 3」および「社会科教育法 4」の単位を修得済の場合は、高等学校

地理歴史および公民の単位として使用することができますが、新課程適用者は、「社会科教育法 3」および

「社会科教育法 4」の単位を高等学校地理歴史および公民の免許状には使用できません。 

 

（２）「教育の基礎的理解に関する科目」等（必修） 

教育職員免許法施行規則に定める科目 設置科目※１ 
単

位 
履修方法 

教育の基礎的理

解に関する科目 

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育基礎総論１（中・高） ２ 必修 

教職の意義及び教員の役割・職務内容 

（チーム学校運営への対応を含む。） 
教職概論（中・高） ２ 必修 

教育に関する社会的、制度的又は経営的事項

（学校と地域との連携及び学校安全への対応

を含む。） 

教育制度総論（中・高） ※２ ２ 必修 

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の

過程 
教育心理学（中・高） ２ 必修 

特別の支援を必要とする幼児、児童及び生徒

に対する理解 
特別支援教育（中・高） ※３ １ 必修 

教育課程の意義及び編成の方法 

（カリキュラム・マネジメントを含む。） 
教育課程編成論（中・高） １ 必修 

道徳、総合的な

学習の時間等の

道徳の理論および指導法 道徳教育論（中・高） ２ 中学必修 

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習・探究論（中・高）※３ １ 必修 
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指導法及び生徒

指導、教育相談

等に関する科目 

特別活動の指導法 特別活動論（中・高） １ 必修 

教育の方法及び技術 教育方法・技術論（中・高） ※４ ２ 必修 

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 教育における ICT 活用（中・高）※５ １ 必修 

生徒指導の理論及び方法 
生徒指導・進路指導論（中・高） ２ 必修 

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な

知識を含む。）の理論及び方法 
生徒理解と教育相談（中・高） ２ 必修 

教育実践に関す

る科目 

教育実習 
教育実習演習（中・高）（３週間） ５ 中学必修 

教育実習演習（中・高）（２週間） ３ 高校必修 

教職実践演習 教職実践演習（中・高） ２ 必修 

最低修得単位数 中学２８・高校２４ 

 

※１）旧課程で修得した科目については、教育職員免許法施行規則附則に基づき、新課程の科目へ一部読み替えることができ

ます。詳細は出願先学部へお問い合わせください。教育の基礎的理解に関する科目等において、旧課程の同一科目を修

得している場合、新課程への読み替えが可能なため、原則として再度の履修は不要です。 

※２）旧「教育基礎総論２（中・高）」を修得済みの場合、再度の履修は不要です。 

※３）新設科目のため、新課程適用者は履修が必須となります。 

※４）旧「教育方法研究（中・高）」を修得済みの場合、再度の履修は不要です。 

※５）経過措置として、科目を設置する大学や履修年度に関わらず、「教育方法及び技術（情報機器及び教材の活用を 

含む。）」の要件を満たす授業科目を履修していれば、「教育におけるICT活用（中・高）」の履修は不要です。 

当学を卒業した方が在学中に下表の科目の単位を修得済みの場合は、「教育におけるICT活用（中・高）」は履修 

不要となります。 

 

科目名 備考 

教育方法・技術論（中・高） 2019 年度～ 

教育方法研究（中・高） ～2018 年度 

教育方法学 教育学部教育学科教育学専攻教育学専修設置科目 
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（３）「教育の基礎的理解に関する科目」等（選択） 

以下の科目は、「教育の基礎的理解に関する科目」等の選択科目です。修得した単位は「大学が独自に設定す

る科目」として取り扱われます。 

教育職員免許法施行規則に定める科目 設置科目 単位数 
履修 

方法 

第三欄 
教育の基礎的理解に関

する科目 

 

教育に関する社会的、

制度的又は経営的事項

（学校と地域との連携

及び学校安全への対応

を含む。） 

 

教職特講Ⅰ（教育法規・理論研究） 

教職特講Ⅱ（教育法規・事例研究） 

教職特講Ⅳ（スクール・ソーシャルワーク） 

教職研究Ⅴ（社会変動と教育）※ 

教職研究Ⅸ（教育経営） 

教職特講 

各１単位 

・ 

その他 

各２単位 

選択 

第四欄 

道徳、総合的な学習の

時間等の指導法及び生

徒指導、教育相談等に

関する科目 

教育の方法及び技術 授業技術演習 

※の科目は隔年開講 

 

（４）大学が独自に設定する科目（中学校１種・高等学校１種） 

以下の科目は、「大学が独自に設定する科目」です。また、「教科又は教科の指導法に関する科目」、「教

育の基礎的理解に関する科目」等の最低修得単位数を超えて修得した単位もこの区分に計上されます。 

教育職員免許法施行規則に定める科目 設置科目 単位 履修方法 

大学が独自に設定する科目 

介護体験実習講義 ２ 小・中学校のみ必須 

人間理解基盤講座（心の健康教育に関する理論と 

実践） 

学級経営インターンシップ（家族関係・集団・ 

地域社会における心理支援に関する理論と実践） 

特別支援教育インターンシップ 

インクルーシブ教育インターンシップ 

教職研究Ⅵ（生涯教育） 

教職研究Ⅷ（総合学習の研究） 

教職特講Ⅲ（部活動論） 

国語科授業技術演習※ 

２ 

 

４ 

 

４ 

４ 

２ 

２ 

１ 

２ 

選択 

※教科「国語」のみ使用可。 

 

（５）教科及び教職に関する科目の総単位数について 

「教育職員免許状取得要件」に記載の通り、中学校・高等学校一種免許状を取得するためには、「教科及び

教職に関する科目」の合計でそれぞれ「５９単位以上」を取得する必要があります。教育の基礎的理解に関す

る科目等、教科及び教科の指導法に関する科目の必修単位だけでは５９単位に満たない場合があるため、ご注

意ください。 
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（６）教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

＜日本国憲法＞ 

未修得の場合は当学部設置科目「憲法」（２単位）を修得してください。 

＜体育（実技）＞ 

未修得の場合は当学グローバルエデュケーションセンター設置の「スポーツ実習」を合計で２単位修得して

ください。 

＜外国語コミュニケーション＞ 

学部在学中に履修した外国語科目のうちの指定科目２単位で充当されます。科目等履修生としての履修は認め

ていません。 

＜数理、データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作＞ 

未修得の場合は当学グローバルエデュケーションセンター設置の指定科目（２単位）を修得してください。 

※「数理、データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作」には１単位科目もありますので、 

最低修得単位数である２単位の要件を満たすために、合計２単位以上を修得してください。 

※ 2022 年度より、「数理、データ活用及び人工知能に関する科目」２単位が教育職員免許法施行規則第 66 条の 6 に定

める科目として利用可能となりました（2022 年度以降に開講となる対象科目を履修した場合に修得単位が有効となり

ます）。該当科目はグローバルエデュケーションセンター設置の「統計リテラシーα」「統計リテラシーβ」「デー

タ科学入門α」「データ科学入門β」「Statistics Literacyα」「Statistics Literacyβ」「Introduction to 

Data Scienceα」「Introduction to Data Scienceβ」（各１単位）となります。 

※ 「数理、データ活用及び人工知能に関する科目」から２単位、または「情報機器の操作」の科目から２単位を修得す

る必要があり、「数理、データ活用及び人工知能に関する科目」１単位と「情報機器の操作」１単位の組み合わせで

は要件を満たすことができません。 
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小学校一種免許状取得要件（新課程） 

（１）教科及び教科の指導法に関する科目 

「教科及び教科の指導法に関する科目」については、「教科に関する専門的事項」および「各教科の指導法

（情報通信技術の活用を含む。）」の合算で３０単位以上を修得する必要があります。 

 

（１－１）教科に関する専門的事項 

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

国語（書写を含む。） 初等教科専門国語（書写を含む） ２ 

５科目１０単位を選択必修 

社会 初等教科専門社会 ２ 

算数 初等教科専門算数 ２ 

理科 初等教科専門理科 ２ 

生活 初等教科専門生活 ２ 

音楽 初等教科専門音楽 ２ 

図画工作 初等教科専門図画工作 ２ 

家庭 初等教科専門家庭 ２ 

体育 初等教科専門体育 ２ 

外国語 初等教科専門英語 ２ 

最低修得単位数 １０ 

※文科系受験者は「初等教科専門算数」、「初等教科専門理科」を含み、理科系受験者は「初等教科専門国語（書写を含む）」、「初等教科

専門社会」を含んで選択することが望ましい。 

 

（１－２）各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。） 

教育職員免許法施行規則上の科目名 教育学部設置科目 単位数 履修方法 

各教科の指導法 

（情報通信技術の活用を含

む。） 

国語（書写を含む。） 初等国語科教育法 ２ 

全科目必修 

社会 初等社会科教育法 ２ 

算数 初等算数科教育法 ２ 

理科 初等理科教育法 ２ 

生活 初等生活科教育法 ２ 

音楽 初等音楽科教育法 ２ 

図画工作 初等図画工作科教育法 ２ 

家庭 初等家庭科教育法 ２ 

体育 初等体育科教育法 ２ 

外国語 初等英語科教育法 ２ 

最低修得単位数 ２０ 
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（２）「教育の基礎的理解に関する科目」等（必修）：初等教育学専攻卒業生用 

教育職員免許法施行規則に定める科目 設置科目※１ 単位 履修方法 

教育の基礎的

理解に関する

科目 

教育の理念並びに教育に関する 

歴史及び思想 
初等教育学概論Ⅰ ２ 必修 

教職の意義及び教員の役割・職務内容 

（チーム学校運営への対応を含む。） 
教職原論 ２ 必修 

教育に関する社会的、制度的又は 

経営的事項（学校と地域との連携及び 

学校安全への対応を含む。） 

教育の制度と経営（小） ※２ ２ 必修 

幼児、児童及び生徒の心身の発達 

及び学習の過程 
教育心理学原論 ２ 必修 

特別の支援を必要とする幼児、児童 

及び生徒に対する理解 
特別支援教育原論 ※３ ２ 必修 

教育課程の意義及び編成の方法 

（カリキュラム・マネジメントを含む。） 
教育課程編成原論 １ 必修 

道徳、総合的

な学習の時間

等の指導法及

び生徒指導、

教育相談等に

関する科目 

道徳の理論および指導法 道徳教育原論 ２ 中学必修 

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習研究原論 ※３ ２ 必修 

特別活動の指導法 特別活動原論 ２ 必修 

教育の方法及び技術 教育方法原論 ２ 必修 

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法 教育における ICT 活用（小）※４ １ 必修 

生徒指導の理論及び方法 
生徒指導・進路指導原論 ２ 必修 

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法 

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な

知識を含む。）の理論及び方法 
教育相談原論 ２ 必修 

教育実践に 

関する科目 

教育実習 教育実習演習（小） ５ 必修 

教職実践演習 教職実践演習（小） ２ 必修 

最低修得単位数 計３１ 

 
※１ 旧課程で修得した科目については、教育職員免許法施行規則附則に基づき、新課程の科目へ一部読み替えることができ

ます。詳細は出願先学部へお問い合わせください。教育の基礎的理解に関する科目等において、旧課程の同一科目を修

得している場合、新課程への読み替えが可能なため、原則として再度の履修は不要です。 

※２ 旧「初等教育学概論Ⅱ」を修得済みの場合、再度の履修は不要です。 

※３ 新設科目のため、新課程適用者は履修が必須となります。 

※４ 経過措置として、科目を設置する大学や履修年度に関わらず、「教育方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含

む。）」の要件を満たす授業科目を履修していれば、「教育におけるICT活用（小）」の履修は不要です。当学を卒

業した方が在学中に「教育方法原論」の単位を修得済みの場合は、「教育におけるICT活用（小）」は履修不要とな

ります。 
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（２）「教育の基礎的理解に関する科目」等（必修）:教育学研究科生用 

教育職員免許法施行規則に定める科目 設置科目 ※１ 単位 履修方法 

教育の基

礎的理解

に関する

科目 

教育の理念並びに教育に関する歴

史及び思想 
既得済み単位を流用※２ ２ 

履修不要 

教職の意義及び教員の役割・職務

内容 

（チーム学校運営への対応を含

む。） 

既得済み単位を流用※２ ２ 

教育に関する社会的、制度的又は

経営的事項（学校と地域との連携

及び学校安全への対応を含む。） 

既得済み単位を流用※２ ２ 

幼児、児童及び生徒の心身の発達

及び学習の過程 
既得済み単位を流用※２ ２ 

特別の支援を必要とする幼児、児

童及び生徒に対する理解 
特別支援教育原論 ※３ ２ 必修 

教育課程の意義及び編成の方法

（カリキュラム・マネジメントを

含む。） 

教育課程編成原論 ※４ １ 必修 

道徳、総

合的な学

習の時間

等の指導

法及び生

徒指導、

教育相談

等に関す

る科目 

道徳の理論および指導法 道徳教育原論 ２ 必修 

総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習研究原論 ※３ ２ 必修 

特別活動の指導法 特別活動原論 ２ 必修 

教育の方法及び技術 教育方法原論 ※４ ２ 必修 

情報通信技術を活用した教育の理

論及び方法 
教育における ICT 活用（小） １ 必修 

生徒指導の理論及び方法 生徒指導・進路指導原論 ２ 
１科目選択必修 

(１科目流用) 
進路指導及びキャリア教育の理論

及び方法 
教育相談原論 ２ 

教育相談（カウンセリングに関す

る基礎的な知識を含む。）の理論

及び方法 

（生徒指導・進路指導原論に含

む。） 
  

教育実践

に関する

科目 

教育実習 

教育実習演習（小）※５ ５ 必修 

中高の免許取得の際に修得した

教育実習のうち、3 単位を流用 
３  

教職実践演習 
既得済み単位を流用 または 

教職実践演習（小）を履修※２ 
２ 必修 

最低修得単位数 

［必修科目］ 

合計単位数 １９単位(流用した単位を除く) 

流用単位数 １５単位 

 

※１ 「単位の流用」を適用する場合、旧法において取得した中学校または高等学校免許を、新法に読み替えた学力に関する

証明書で流用単位の確認を行います。新法に読み替えた中学校または高等学校の学力に関する証明書において、未修得

の事項については、追加での履修が必要です。 

※２ 昭和63年改正法で教員免許状(中・高)を取得された方は、当時存在しなかった領域があるため、単位の流用ができない

ため、該当科目を履修する必要があります。 

※３ 新法における新設事項のため、原則として履修が必要です。 

※４ 備考十一による単位の流用の適用外のため、流用元の免許が幼稚園教諭以外の場合は、科目の履修が必要です。 

※５ 2011年度より、教育学研究科高度教職実践専攻の学生に限り、中高免許状の教育実習の単位の流用を前提とした、小学

校の2週間3単位の教育実習の履修を認めています。ただし、ご自身で実習校より内諾を頂いていることが前提となりま

す。希望者は『教育実習演習（小）（2週間）』の科目登録を行ってください。 

※  教員としての勤務経験がある場合、必要となる単位数が少なくなるケースがあります。事前に教育委員会にて確認を頂

いた上で科目登録を行うようにしてください。 
 

 

教育学研究科の在学生または修了者が、小学校１種免許状を取得するためには、通常、２年間で教職科目約５０

単位（３週間の教育実習を含む）の修得が必要になります。在籍する研究科と当学部の時間割設定によっては、

２年間で取得要件を満たすことができない可能性があります。大学院の正規授業との両立には、相当の困難が 

予想されますので、充分ご検討の上、出願してください。  
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（３）「教育の基礎的理解に関する科目」等（選択） 

該当する科目は設置していません。 

 

（４）大学が独自に設定する科目（小学校１種） 

以下の科目は、「大学が独自に設定する科目」です。また、「教科又は教科の指導法に関する科目」、「教

育の基礎的理解に関する科目」等の最低修得単位数を超えて修得した単位もこの区分に計上されます。 

教育職員免許法施行規則に定める科目 設置科目 単位 履修方法 

大学が独自に設定する科目 

・介護体験実習講義 ２ 小・中学校のみ必須 

・人間理解基盤講座（心の健康教育に関する理論と 

実践） 

・学級経営インターンシップ（家族関係・集団・地域 

社会における心理支援に関する理論と実践） 

・特別支援教育インターシップ 

・インクルーシブ教育インターンシップ 

・生活科・総合的学習特論 

・初等自然科学教育フィールドワーク 

２ 

 

４ 

 

４ 

４ 

２ 

２ 

選択 

 

（５）教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 

中学・高校免許と共通ですので、「中学校・高校免許状取得要件」の「（６）教育職員免許法施行規則第６

６条の６に定める科目」を参照してください。 

 

（６）教育実習演習（小）の科目登録について 

教育実習の実施時期によって登録する履修クラスが異なります。以下を参照の上、履修申請をしてください。 

教育実習の時期 履修クラス 実習先 
取得可能 

免許状 

4 月～7 月の場合 春学期開講クラス（A もしくは B）※ 
小学校 小学校 

8 月～1 月の場合 夏秋期開講クラス（C） 

※春学期開講クラスを履修する場合、早稲田実業学校初等部で実習をする場合は「A」クラス、 

母校で実習をする場合は「B」クラスを履修してください。 

 

（７）教職実践演習（小）の科目登録について 

2026 年度は１クラスのみの開講予定です。 
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博物館学芸員の資格を取得するためには、下表に示された科目の単位を全て修得する必要があります。免許状

は発行されず、下表の科目を全て修得したことを示す「単位修得証明書」を就職先の博物館等に提出することに

より、学芸員の資格を取得したことが証明されます。 

なお、博物館法施行規則の一部改正に伴い、2012 年度より新しいカリキュラムとなっています。2011 年度以

前に学部に在学した学生が、2012 年度以降に科目等履修生等として当学部に入学した場合でも、新カリキュラム

での資格取得要件を満たす必要があります。旧カリキュラムで修得済みの単位がある場合は、先に在籍した大学

で新カリキュラムに読み替えた「単位修得証明書」を発行してもらい、新カリキュラム上での不足単位を確認の

上、履修計画を立ててください。 

 

博物館に関する科目 
最低修 

得単位 
教育学部設置科目 単位数 履修方法 

生涯学習概論 ２ 

生涯学習 ２ 
いずれか1科目群

必修 
生涯学習概論I ２ 

生涯学習概論II ２ 

博物館概論 ２ 博物館概論 ２ 

全科目必修 

博物館経営論 ２ 博物館経営論 ２ 

博物館資料論 ２ 博物館資料論 ２ 

博物館資料保存論 ２ 博物館資料保存論 ２ 

博物館展示論 ２ 博物館展示論 ２ 

博物館情報・メディア論 ２ 博物館情報・メディア論 ２ 

博物館教育論 ２ 博物館教育論 ２ 

博物館実習 ３ 博物館実習 ３ 

最低修得単位数 １９ または ２１ 

 

 

他大学の通信教育課程の履修 

他大学で修得した単位と当学で修得した単位を組み合わせることで、教員免許状の申請を行うことも可能です。 

例えば、他大学の通信教育課程の中には、より低廉な受講料で単位を修得することも可能ですので、以下 HP

なども参考にしてください。 

私立大学通信教育協会 http://www.uce.or.jp 

ただし、教育実習および介護等体験については、正規生でないと受け入れていない大学もあるようですので、

受講にあたっては、各自でよくご確認ください。 

 

 

以 上  

博物館学芸員資格 

セット履修 

http://www.uce.or.jp/
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